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はじめに

森林法100年に当たって
－これからの森林づくりの展望一

かきざわひろあき

柿澤宏昭
北海道大学濃学部助教授

a011-716-2111．代表

本年で森林法が制定されて100年を迎える。森林法は日本の林政の根拠法規とし

て重要な役割を果たしてきたが，社会経済と資源内容双方が大きく変化する中でそ

の意味が問い直されるようになってきた。本稿では今日における森林法の意義に触

れながら，森林法が目的とする国民の財産としての森林の保全と培養をこれからど

のように考えるべきなのかについて，長!’l的な視野に立って論じてみたい。

｢高度成長型」の森林法

森林法の目的は「森林計画，保安林その他の森林に関する基本的事項を定めて，

森林の保続培養と森林生産力の増進とを図り，もって国土の保全と陸I民経済の発展

とに資すること」と規定されている。今R,1000万haを超える人工林が集積され，

その蓄穣が全森林蓄積の5割を超え，実1m職にして850万haに及ぶ保安林が指定さ

れていることは，少なくとも「量的」に兇て森林法の目的が概ね達成されつつある

ことを示しているといってよいだろう。しかし，一方で森林法のあり方がさまざま

な意味で問い嘘されるようになっているのもまた事実である。

第1の問題は，森林の保全を図るべき森林計画が林業基本法に基づく林産物の需

給見通しに従属して，トップダウン方式で策定されていることである。森林資源を
こた

積極的に造成した時代が終わり，森林に対する多様な要求に応えることや環境保全

の基礎の上に立って森林管理を進めることが求められている現在，この関係を見直

す必要が指摘されはじめている。

第2に，森林計画では植伐など木材生産にかかわる事項について詳細な記述がさ

れているのに対して，環境保全にかかわる内容は乏しいことである。また，上述の

ようにトップダウン方式で計画が策定されるため地域の実状を反映した計画が立て

にくいという問題を抱えている。地域主体の資源管理や環境保全が重視されつつあ

る中で，このような森林計画のあり方は限界に逢着している。

第3に，計画書は一般の人々に読まれることを想定していないためわかりにくく，

伸巣技術No6641997.7
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また植伐を中心とした計画のため，どのような森林がつくられようとしているのか

専門家にもイメージすることが難しい。国民参加の森づくりが提唱されている今日，

それぞれの地域でどのような森林づくりが目指されているのか地域の人々がうかが

い知ることができないというのは大きな問題である。

第4に，保安林にかかわる施業規制が一般に緩く，事業面では治山事業が主体で

進められてきた。保安林面積は拡大し治山工事は各地で進んだが，一方でその質的

充実に関して森林法は十分な規定を用意しておらず，また国土保全上関連性のある

ほかの土地計画や河川計画などとの関連が希薄である。こうした点で，きめ細かく

かつ総合的な腱I土保全が求められている状況にそぐわない面が多い。

このように見てくると，現在の森林法は積極的な植伐計画によって国民の木材需

要に応えうる森林の培養を進め，国土保全のために保安林而穣をできるだけ拡大し

治山事業を積極的に実施するという，「高度成長対応型」あるいは「経済貢献型」法

律であり，そうした点でこれまで大きな役割を果たしてきた。しかしどれだけ人工

林をつくるかという｢量｣の林政から，環境保全の重視や森林の多目的利用など｢質」

の林政への転換，林野行政内部に「閉じた」林政から国民や他の行政分野に「開か

れた｣林政が要請される中で新しい股間が必要とされている。すでに欧州では90年

代に入り森林法に開発規制・環境法的な性格を持たせることが大きな流れとなって

きている。

地域の森林のマスタープランづくりを！

軸両

さて，それではこれから森林のビジョンづくりをどのように考えていったらよい

のだろうか。上述のような現在の森林法の問題点に照らして考えてみると，トップ

ダウンではなく地域が主体的に取り組む＝分権，木材生産中心ではなく多様な要求

に応える＝多目標，幅広く国民を巻き込んで自然資源管理・環境保全を目指す＝総

合，が必要とされていると考えられる。まず，分権・多目標・総合という三つのキ

ーワードの内容について述べておくことにしよう･

分権：木材生産を中心とした計画であればトップダウン方式で生産量を割り当

てることがそれなりの合理性を持っていたが，多目標の森林管理，環境保全を総合

的に考えることは地域が主体にならないかぎりは不可能である。またそれぞれの地

域の特徴を生かした多目標管理をするためには，地域に根ざした技術体系をつくり

育てることが必要である。計画の策定に当たっても，その実行に関しても地域が主

体となって取り組むことが求められている。

多目標：森林に対する社会の要求はレクリエーションや水源かん養といった伝統

的なものから，オープンスペースの確保や身近な自然の保全など住民の日常的な生

活から生まれる要求，さらには河川の水質保全や野生生物生息地の保護などへとま

すます広がり多様化している。これに応えうる多目標の森林管理が求められている

わけだが，ここでは多様な要求を調腱し，過剰利用を排し，持続的な森林管理を行

う枠組みが必要とされる。

林業技術No.6641997.7
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今

総合：水産資源と森林の関係や，野生生物管理，水供給などさまざまな面で森

林が注目を集めている中で，森林だけをほかの資源管理，あるいは土地管理から切

り離して扱うことができなくなってきている。河川・水行政，水産などの分野から

流域が注目されはじめているのはその証左であるといえよう。また，そもそも中山

間地域の活性化なしに適切な森林管理がなし得ない以上，地域における自然資源・

土地利用と地域活性化を総合的に考えることは必須の課題である。これからの森林

のビジョンは地域の総合的な自然資源管理の文脈の中で考える必要がある。

以上のように見てくると，現在求められているのは所有の枠と縦荊り行政の枠を

超えた地域の自然資源管理のマスタープランづくりであり，その中での森林のマス

タープランづくりであり，そうした作業を通じて初めてこれからの森林ビジョンを

描き出すことができるといえる。

伐期齢を何年に設定するか，何ヘクタール造林・伐採するかというような目標を

設定する前に，それぞれの地域で森林はどのような役割を果たすべきなのか，その

ためにどのような森林をつくるのかといった1zI標を関係者の議論の中で設定するこ

とにより，多目標の森林管理の姿を総合的に浮かび上がらせることができる。そし

てこうしたマスタープランをつくることは目標数値をいかに達成するかという森林

管理から，議論してつくり上げた将来の森林イメージにどのように近づけていくか

という森林管理に転換することを要求する。一方，森林に対する多様な要求を巡っ

てどのように合意形成を行うのか，あるいは自然資源にかかわるさまざまな分野の

専門知識をどのように総合化してプランづくりとその実行に当たるのかといった，

これまでにない苦労を強いられることを覚悟する必要があるだろう。

流域管理システムの可能性と課題

さて，以上述べてきたような考え方を実行に移すうえで，現在の林政は流域管理

システムという手段を持っている。これまでの笑施状況は林産加工に偏っていると

はいえ，そもそもの発想は流域を一体として公茄的機能を含めて森林脅理を考える

ことにもあった。流域が自然資源管理にかかわって扱いやすい単位であること，欧

米においても近年流域を単位とした環境保全に本格的に取り組もうとする動きが出

てきていることを考え合わせると，先進的な内容を持った政策なのである。今後，

流域管理システムがそれぞれの流域で住民を巻き込んで森林のマスタープランづく

りに踏み出せるなら，また河川・農地・緑地といったほかの分野と縦割りの弊害を

越えて協力関係を築いていくことができるなら，新しい森林ビジョンの確立への大

きな一歩となる可能性がある。

こうした一歩を踏み出すに当たっての課題の一つは，自然資源管理の単位となる

厳密な意味での水系によって区分される流域と，流通・加工で使われる流域が必ず

しも重なるものではないという点である。地域特性を生かした森林のマスタープラ

ンをつくるには現在の森林計画区は広すぎる場合があるし，流通に関しては計画区

の流域を超えて考えるべき場合もある。市場の論理に規定される流域と自然資源管

林業技術No.6"1997.7



5

一寸一 .＝一一一ﾕ坐

理の単位としての流域をとりあえず区分して考え，両者の有機的な関連をつくるこ

とが必要とされるだろう。

また，地域に根ざした自然資源管理を行うに当たっては地元市町村の役割が重要

となってくるが，ここでの課題の第1は，市町村の枠を超えて広がる流域を対象と

して広域行政の体制を柵築することであり，第2に，限られた財源と職員の中でこ

れに対応する体制をどのようにつくり上げるかということである。自治体が協力し

てマスタープランづくりのかなめとしての専門能力を蓄積していくことからまず手

を付ける必要があるが，いずれにせよ自然資源にかかわっての市町村の行政能力の

強化が必要とされる。

パートナーシップとネットワークーこれからの森林づくりのかなめ(1)

これまでの林政は林野庁→都道府県→市町村・森林組合→森林所有者という形で

林業関係者の枠内で中央集権的に行われてきた。しかし厳しさを増す林業を取り巻

く状況を克服するためにも，環境保全を進めるためにも多様な人々の協力関係が今

日求められている。そうした意味でこれからの森林づくりを支えるキーワードはパ

ートナーシップとネットワークであると思う。ここではとりあえずパートナーシッ

プを，ある特定の目的の達成に向けて多様な組織・人々が協力すること，ネットワ

ークを，共通の関心を持つ多様な組織・人々の緩やかな連携と定義しておく。

すでに森林にかかわって上下流の自治体・住民の協力関係や，都市林などを中心

として行政と住民の協力関係，さらにはボランティア活動を介して都市民と森林所

有者の交流が形成されつつある。河川に目を向けてみると，流域を単位とした河川

環境整備にかかわって市民団体・河川管理者・地方自治体が協力関係を形成すると

ころが現れはじめている。また，情報の交換や協力関係の構築を探るため森林づく

りや川づくりにかかわる市民運動のネットワークも形成されてきているし，河川水

質保全などを目的とした自治体間のネットワークなどもつくられはじめている。環

境NGOやNPOが活動しやすい条件をつくり，行政や森林所有者などと多面的な

協力関係を形成し育てていくことはこれからの地域資源管理の足腰を強化するため

に決定的に重要である。

さらにいえば森林所有者と行政の関係も単なる補助金の受け渡しの関係ではなく，

ともに地域の森林マスタープランをつくり，その実現のためにどのような政策が必

要なのかを議論し合えるような関係へ転換することが求められている。多様な組

織・人々が対等の立場でそれぞれの得意分野を生かしながら協力。協同・連携関係

を構築していくこと－パートナーシップ･ネットワークの形成はこれからの森林づ

くりには欠かすことができないのであり，そのためには国民に開かれた林政への転

換が不可欠の条件なのである。

モニターと フィードバ、ソク－これがらの森林づく りのかなめ(2)

生態系とそれを取り巻く社会というのは極めて複雑で，それに関する完全な知識

…詩心亀亨■

林業技術No.6641997.7
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を得ることは不可能である。そこで
評価に基づく計画の更新一一，ユーー,、F冬"金一枠="，一､…,詞雪,、ｼ､.,.mⅧ

これまでは「試行錯誤」で資源管理

が行われてきたが，長年かけて失敗

l l

l
計画 してまたやりi貞すという極めて非効

モニター結

の分析

果 ノ 対 率なことを繰り返してきた。これか

ら新しい方向で森林の管理を行うと

実行した場合，ますます不確実性が高く

なることは避けられず，手探りで実

行するという面が強くなる。

そこで必要とされるのは実行した

新しい知見
評価

技術

、 豚

モニターそこで必壁とされるのは夫ｲ丁した

状況を常にモニターし，その結果をモニターとフィードバックを組み込んだ森林管理のサイクル

きちんと分析し，実行計画にフィー

ドバックするというサイクルである。生態系の仕組みがわからないといってもわか

らないままでいたらいつまでも第一歩を踏み出すことはできないし，限られた知識

の上に立てられた計画をいつまでも固守しているわけにもいかない。計画はつくる

ことで終わるのではなく，常にその実施した結果を見ながら更新していくことが砿

要なのである。

このシステムの実行には行政・地域住民・研究者の協力関係が欠かせない。例え

ば広大な森林を対象としたモニターを行政のみで行うことは不可能であり，森林所

有者や環境に関心を持つ住民の参加が必要とされる。また，得られる科学知識を総

動員してモニター・結果分析・計画更新への反映を行うことが求められるわけだか

ら，研究者が積極的にかかわることが必要とされているし，行政の人々もますます

多様な分野の専門家としての能力が求められるようになるだろう。また，‐上述のよ

うに緑のマスタープランづくりとその実行を目指すのであれば，「林｣の枠に閉じこ

もらない幅広い専門家の結集が求められ，それを可能とするような行政組織のあり

方を追求する必要がある。

以上，私論としてこれからの森林のビジョンについて述べてきたが，森林のビジ

ョンを語るということはそれをつくる社会のビジョンを語るということに等しい。
しんし

多様な人々の真蟄な議論の中にこそ，これからの森林ビジョンが存在するのだとい

うことをあらためて強調しておきたい。〈完〉

参考文献 志賀和人（1995）：民有林の生産繊造と森林組合，日本林業調査会
石井寛(1996):ヨーロッパにおける森林法をめぐる新動向，林業経済研究No.129
熊崎実（1988）：森林政策の新しい視座を求めて，林業経済研究No.113
比屋根哲（1996）：フオレスターの理想像を探る，森林計画学会誌No.23

■アンケート御礼･･･先に本会支部幹事の皆様を通じ，本誌の体裁・内容等に関するアンケートをお願
いいだしましだところ,支部回収率で8割を超え,664人の方々の貴重なご意見を賜ることができまし
た（6月20日現在)。読みやすさ，親しみやすさはもちろん，特集の充実など，今後の誌面づくりの
大切な指針と肝に銘じ，活用させていだだきます。誠にありがとうございました。（編集部）

伸梁技術No.6641997.7
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森 林計画制度の歩み
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森林計画制度は，森林の生育期間の長期性にか

んがみ，森林の有する諸機能の維持増進を図るた

め，森林と林業に関する政策の基本的態度と方向

を明らかにし，政策実施の効率化を|到るとともに，

森林所有者等の森林施業上の指針及び規範としよ

うとするものであり，森林資源整備に関する施策

の基本として位置付けられるものである。今回，

森林計画を規定している森林法制定以来，100年

が経過したことを契機に，森林法の制定・改正と

ともに森林計画制度がどのように変わってきたの

か，その主な点を追ってみることとする。

1．戦前の制度

(1)営林の監督（明治30年の森林法制定）

わが国における森林の取扱いとしては，藩政時

代に幕府及び各藩において森林の伐採，造林，保

謹等についての法令を定め，森林施業の規制が行

われていたが，明治維新の廃滞で林政不在の状態

となったことや，新生国家建設による林産物の急

激な需要増加に対処するために乱伐が行われたこ

とがあいまって，森林は著しく荒廃したことから，

保安林制度を中心とする公益の保全をLI的とする

第1次森林法が制定された。

このうち，森林計画制度に通じるものとしては，

｢営林の監督｣として，荒廃の恐れのある森林等に

ついての営林の方法の指定，伐採停止・造林命令，

造林に対する政府の代執行や森林の開墾の許可，

森林開墾の禁止箇所の指定といった制度が創設さ

れた。

(2)公有林等の施業案（明治40年の森林法制定）

日清,R露戦争後の好況時における木材需要の

琳大に対応して，森林生産力の一屑の増進を図る

ことが必要とされたこと等から,｢土地の使用及び

収用｣，「森林組合」に関する事項を新たに盛り込

林野庁計画課

んだ第2次森林法が制定された。

このうち，営林の朧督については，民有林のう

ち，権利関係が明らかでないために，荒廃した森

林の多かった公有林及び社寺有林において，施業

案又は施業要領を作成させ，知事の認可を受けさ

せるという施業案制度が創設された。

(3)私有林の施業案等（昭和14年の森林法改正）
ぼっこう

軍需産業の勃興等による木材需要の増大が木材

mli格の上昇をもたらし，これに伴う森林の伐採が

積極的に行われた反面，造林については必ずしも

|･分に行われない状態にあったことや，国家総動

員の戦時体制において，木材が重要な産業資材と

して国家統制下で生産増大が図られ，植伐の不均

鮒が一層増大するようになった。

このため，それまでほとんど自由に放任されて

いた私有林をも含め，すべての民有林における森

林の施業を計画化して合理的な経営を推進するた

めに，50町歩以上の森林所有者は施業案を編成

し，50町歩未満の森林所有者は森林組合により施

業案を編成することとし，それぞれ知事の認可を

受けることを義務付けるとともに，森林所有者等

が施業案を編成しない場合には知事が編成するこ

とができることとされた｡また,施業案に基づいて

施業が行われない場合には，知事による伐採停止

命令,伐採･造林等の代執行ができることとされた。

2．戦後の制度

(1)伐採許可制度と森林計画

（昭和26年の森林法制定）

戦中の乱伐と戦災復興資材の供給等のための大

睡の伐採により，森林は著しく荒廃し，昭和25年

には造林未済地が115万lll1.歩,荒廃林地が28万川．

歩に及んだため，森林の早急かつ計画的な復旧が

箪大な政策課題となった。

休粟技術N0.6641997.7
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このため，農林大臣が，各都道府県を主として

流域ごとに区分した基本計画区において，国有林

及び民有林を対象とした5年ごとの5カ年計画で

ある「森林基本計画」を定め，知事は，森林基本

計画に基づき，基本計画区を細分した森林区にお

いて，民有林を対象とした5年ごとの5カ年計画

である「森林区施業計画」を定めるとともに，こ

の森林区施業計画に基づき，毎年森林区ごとに民

有林を対象とした「森林区実施計画」を策定する

という3段階構成の森林計画制度が創設された。

また，森林区実施計画に定められた許容伐採量と

表裏のものとして，普通林幼齢木等における伐採

許可制度がしかれ，あわせて伐採制限を受ける森

林所有者に対して資金を融通する伐採調整資金制

度が創設された。このことに加え，占領軍政策の

民主化思想が普及する中で，施業案編成の主な担

い手であった森林組合が強制加入方式から協同組

合主義を原則とする機構への改変を求められたこ

とから，施業案制度は廃止された。

(2)公有林の経営計画（昭和32年の森林法改正）

わが国の経済は順調な発展を続け，これにつれ

て木材需要が将来ますます増大するであろうと予

測されたことや，薪炭需要が減少したことにより，

成長力の大きい人工林への林種転換の推進が求め

られるとともに，荒廃が深刻化した公有林への対

応が必要となった。

このため，普通林における広葉樹の伐採許可制

度を廃止して届出制とするとともに，市IIIJ村が公

有林の整備に関する経営計画をたて，知事が認定

した場合には，当該森林について，森林区実施計

画に定める伐採許容限度を超えず，また，森林区

施業計画に定める伐採に関する施業の要件に抵触

しないときは，都道府県知事の伐採許可を必要と

しないこととされた。

(3)新たな森林計画体系

（昭和37年の森林法改正）

高度経済成長期に入り，国民経済の急速な発展

に伴い木材需要はますます増大傾向を続け，木材

mli格が高騰したこと等により，造林事業は着実に

進展する一方で，伐採許可の対象となる立木の伐

林業技術No.6641997.7

採愚が伐採許容限度量を下回るようになり，乱伐

の心配が薄らいだことから，伐採許可制度のよう

な法律によって権利を制約する方式を廃止して，

国及び都道府県によるきめ細かい行政指導を図る

ことが重要と考えられた。

このため，普通林の伐採許可制度が廃止され，

事前届出制に改められた。また，伐採許可制の根

拠とされた森林計画は根本的に見直され，林産物

の需要動向・供給見通し等の長期にわたる施策の

前提なり，全国的視野にわたる統一的な施策の考

え方を示すため,農林大臣がおおむね40年後まで

の「林産物の需給等に関する長期の見通し」を明

らかにし,これに即して5年ごとに10年を1期と

する「全国森林計画」をたてるとともに，都道府

県知事が森林計画区内の民有林を対象として「地

域森林計画」をたてることとされ，森林所有者が

地域森林計画を遵守しない場合には，都道府県知

事が施業の勧告を行うことができることとされた。

また，伐採許可制の特例として位置付けられてい

た公有林の経営計画は，その法律上の根拠を失い，

制度上は廃止された。なお,昭和39年の林業基本

法の制定に伴い,｢林産物の需給等に関する長期見

通し」は，森林法から林業基本法に移され，政府

がたてることとされた。

(4)森林施業計画（昭和43年の森林法改正）

引き続き，高度経済成長を続ける中で，木材需

その年こんな年（編集部）

明治30年(1897）第2次松方正義内閣
砂防法公布。尾崎紅葉「金色夜叉」連載開始。
明治40年(1907）第1次西園寺公望内閣

秋田木材㈱設立。宮内省に帝室林野管理局を設置
（後，帝室林野局と改称)。泉鏡花｢婦系図｣連戦開
始(P.46の番町界隈に関連メモ)。

昭和14年(1939）第1次近衛／平沼／阿部内閣

第2次世界大戦始まる。農林省が重要農林水産物増
産助成規則を公布｡木炭の配給統制実施｡泉鏡花没。
映画：土と兵隊，雪国等。

昭和26年(1951）第3次吉田茂内閣

農林漁業資金融通法公布。薪炭利用代燃タクシー本
年限り不許可｡流行；ジャズ,女剣劇,パチンコ等。
映画：どっこい生きている，めし等。
昭和32年(1957）石橋／第1次岸信介内閣

米材の丸太及び米製材品の輔入自由化。技術士法公
布。牧野富太郎没。川合壬堂没。流行：よろめき，



要が一貫して増大傾向にある一方，農山村からの

労働力の流出，人件費や諸物･lllliの上昇，外材輸入

の著しい増加により，林業生産活動は停滞した。

このような諸情勢に対処するため,昭和39年に林

業基本法が制定され，林業における総生産の増大，

生産性の向上，林業従事者の所得の増大という目

標が明示されたが，森林施業の面について，合理

的かつ計画的な森林施業の確保を図るためには，

森林所有者自らの創意による計画作成の促進とこ

れに従って行う森林施業に対する相当の優遇措置

を誰じることが必要とされた。

このため，森林所有者が1人又は数人共同で，

自主的に，その所有する森林の全部を対象として

伐採・造林についての計画を作成する森林施業計

画制度が創設された。また，森林施業計画に定め

られている伐採を行う場合について，事前の伐採

届出を不要とすることや，所得税に係る森林計画

特別控除等の優遇措置等が識じられた･

(5)林地開発許可，団地共同森林施業計画等

（昭和49年の森林法改正）

経済の高度成長が進展する中で，人口，産業活

動等の都市部への集中が一噌進み，公害問題や自

然保護問題が大きな社会問題化する中，木材の安

定供給，国土の保全等に加え，自然環境保全機能

に留意した森林整備の推進，森林の乱開発の防止

等への対応が必要とされた。

有楽町で逢いましよう等。映画：幕末太陽伝・喜び
も悲しみも幾歳月等。

昭和37年(1962）第2次池田勇人内閣
新産業都市建設促進法公布。流行：ツイスト，王将

等。映画：キューポラのある街。ほかに座頭市・ク
レイジー作戦・駅前シリーズ等。
昭和43年(1968）第2次佐藤栄作内閣
明治100年。道立自然公園野幌森林公園発足。大気

汚染防止法・震音規制法公布。都市計画法公布。第
2次マンションブーム。映画館数が半減。

昭和49年(1974）第2次田中／三木武夫内閣
国土利用計画法公布。木材備蓄事業を開始。通産省

が各所で隠匿物資(洗剤など)の立入り調査実施。民
放テレビ各社が深夜放送中止。流行：健康食品，ゼ
ロ成長等。

昭和58年(1983）第1．2次中曽根康弘内閣

経済白書「持続的成長への足固め｣。NHKおしん放

送開始。パソコン・ワープロが急速に普及。流行：
根暗等。平成3年(1991)は省略。

9

このため，林地開発許可制度が創設されるとと

もに，届出された伐採計画の内容が地域森林計画

の内容に適合しない場合等に，知事が伐採計画の

変更又は伐採計画の遵守命令を行うことができる

こととされ，併せて，これらの対象を明らかにす

るため，地域森林計画の計画事項に「対象とする

森林の区域」が追加された。また，林地利用の集

約化の観点から，地区的なまとまりをもった林地

の一団を対象とする属地的計画である（所有森林

の一部であってもよい）団地共同森林施業計画制

度が創設された。

(6)市町村の森林整備計画

（昭和58年の森林法改正）

昭和50年代の住宅建設の不振等から,木材需要

が減退し，木材1ili格も低下した反面，林業経営費

が増嵩したこと等によって，林業生産活動が停滞

し，人工林の保育・間伐が適正に行われない森林

が増加した。

このため，地域に密着した行政主体である市町

村主導の下に保育・間伐を推進させることを目的

として，一定の要件を満たす市町村が人工林の保

育・間伐等について森林整備計画を作成すること

とし，保育．間伐が適正に行われていない森林で

あってこれらを早急に実施する必要のあるものを

｢特定森林｣として明らかにするとともに，当該森

林に対する保育，間伐の実施を促すための勧告・

調停制度が創設された。

(7)国有林の森林計画，特定森林施業計画

（平成3年の森林法改正）

木材価格が長期的に低迷する一方で，林業諸経

費の増嵩や林業就業者の減少・高齢化の進行等か

ら林業生産活動の停滞が続いた。また，平成2年

12月の林政審議会において，「森林の流域管理シ

ステム」の確立等のため，森林計画体系の改善，

市llll.村の役割の拡充，公益的機能増進施策の推進

等が必要である旨の答申が行われた。

これらを受けて，従来，森林法においては定め

のなかった林野庁所管の国有林について，地域森

林計画と共通の森林計画区を単位として，営林

(支)局長が森林計画をたてることとされた。市町

林業技術No.6641997．7
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森林資源に関する基本計mi
体産物の滞給に関する長期の見通し

｜

|’

現行の森林計画制度の体系(簡略図）

保安林整備計画

特定保安林の指定 |，

↓
全国森林計画

（民有林)↓

辮岬一
｜市町村森林整備計画

トー－－－－－－－1熱職燕青価
↓（阿有林）

地域別の森林計画

（158計画区）|‘哨燃醤職’

不適正管理森林
(要整備森林）

の所有者に対す
る措置

一般の森林所有者
に対する措世

不適正管理森林(要間伐森林）
の所有者に対する措置

認定森林所有者に対する措置

森林施業計画の遵守

伐採，造林等の事後の届出
税制,融資､補助事業の優遇

･施業の勧告

（知事）

･権利移転等の

協議の勧告

（知事）

･地域森林計画の
遵守

･伐採の顎前届出

･施業の勧告
･伐採計澗の変更

命令等

･間伐又は保育の勧告

（市町村の長）

･権利移転等の協議の勧告
（市町村の長）

･権利移転等の調停（知事）

･分収育林契約の裁定
（知事）（施業代行）

村森林整備計画については，森林施業の共同化や

林業従事者の養成・確保，機械導入の促進等が追

加されたほか，従来の特定森林に代わる要間伐森

林に対して行われる勧告・調停制度に加えて，分

収育林契約を締結すべき旨の裁定制度が創設され

た｡加えて,森林所有者が森林施業の共同化及びこ

れに必要な施設の維持・整備を推進するための施

業実施協定制度が創設された｡また,特定施業森林

(複層林施業等森林の有する公益的機能の維持増

進を特に図るための森林施業を推進すべき森林）

の整備に関する事項等が全国森林計画及び地域森

林計画に追加されるとともに，複層林施業等を内

容とする特定森林施業計画制度等が創設された。

(8)その他

上記のほか，保安林整備臨時措置法に基づく特

定保安林や，森林の保健機能の増進に関する特別

措置法に基づく保健機能森林の整備が森林計画制

度に関連して規定されている。

3．今後の森林計画制度に対して

このように，森林計画制度は，保安林制度とあ

林業技術No.6641997.7

いまって，伐採を規制し，造林を義務的に行わせ

るものから，望ましい森林資源の状態を示し，こ

れに向けて森林所有者を誘導していくものへと変

化し，その手法も多様なものとなってきたが，森

林資源の保続培養，すなわち，森林を森林として

維持し，健全な状態に保つことにより，さまざま

な機能を適切に発揮させていこうとする「持続可

能な森林経営」を目的とする姿勢は一貫している。

しかしながら，森林に対する要請が多様化・高

度化する一方，森林を支えてきた林業を巡る情勢

は厳しさを増し,また,行政関与の縮小が叫ばれる

中で,森林所有者にターゲットを絞り,主として国

が支援することを前提とした施策展開のみでは，

その目的の達成が困難となってきているといえる。

今後においては，森林の有する公益的な機能の

受益者である森林所有者以外の地域住民等の役割

が重要となっており，彼らが森林計画の作成と実

行に主体的に参加できる制度上の措椴を準備する

ことが必要となろう。そのためには，森林計画の

内容を技術的合理性を前提としつつ，時代の要請



11

こた

に応えたものとするのみならず，国民各j曾にわか

りやすい形で提示し，より広い合意形成が図られ

るような仕組みを構築するとともに，地域に密蒲

した行政主体である市町村の森林幣術に対する役

制の強化を図ることが重要であり，また，地域住

民やボランティアによる森林整備に対する支援や，

国民が森林とふれあい，森林整備についての理解

を深めることができる機会の充実等が望まれる。

このような森林整備における市町村の役割強化や

住民参加に関する多様な取組みを強化することに

より，流域を単位とした森林整備の一層の推進が

図られることになるのではないかと考える。

（文責：森林総合利用対策室・森山昌人）

－｢賢治と森林｣－賢治と保安林の意外な関係？

|賢治と森迦
|富沢賢治が生譲れた雲零"響零/'897年)羅林法爆安撚制腫が嘩含雲'0.周隼詮迎えますI

、〆

繭
賢治の森林観腎治腱竺の頃､圃土を守るための盃林のはたらきについて関心がたか忠り、

流林法、河川法、砂防法などの法儘i膣がととのえられまし腱。

宮沢賢治〈1896-1933)は、森林に関連した多くのﾘ作をのこしていますが、儲治の森林に対する祝蝋は随か級科学的知見，
にもとづくものでした。『林学生』という蹄や本多詐六IW士〈1866-1952，わが国近代林学の祖)の著作についてのメモが
のこされており、賢治が森林’林築について学んでいたことがうかがえます。童話r狼森と流轟、迩燃』には農民の生
活を守り人間と共生する森林の姿が描かれ、重魁『慶十公園林』には賢治の林築技術についての恩寵な知臓を見て取る
ことができます。散文詩『花鳥図譜、八月、早池峰山斯力には保安林や山を守る森林宮が登墹します。
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▲日本林業技術協会ショーウインドー展示レイアウトより

現在，本会玄関前のショーウインドーにおいてかりやすく描かれています。

「賢治と森林」と題した企画展示を行っておりま賢治は，スギやヒノキ，カラマツといった造林

す。昨年の賢治生誕100年と本年の森林法・保安樹種をたびたび題材に取り上げていますが，なか

林制度100年にちなんだ内容となっています（7でも『震十公園林』は，スギが主役の印象的な童

月末まで展示の予定)。話です。「枝打ち｣といった林業用語や，スギの立

宮沢賢治(1896-1933)が，森林･林業に関する地に関するコメンi､など，賢治の林業についての

かなりの知識を持っていたことは，彼が遺(のこ）豊富な知識を見て取ることができます。

した創作やメモ類からうかがい知ることができま童話「風の又三郎」には，風害を考慮した林木

す。の伐採について，又三郎が語るくだりがあります。

盛岡農林高校（現在の岩手大学腱学部）出身の散文詩『花鳥図譜，八月，早池I峰山壷』では，

賢治が，学生時代に林学に触れる機会は多かった高山植物盗採を取り締まる森林主事（森林官）が

と考えられます。『林学生』『林と思想,リという詩主役です。「ここは国家の保安林で｣という台詞も

や本多静六博士(1866-1952）の著作についてのメ登場します。

モが遺されています。賢治の時代の森林は，日清・日露戦争による木

実際，攪治の森林に対する視点は確かな科学的材需要の激増により荒廃が進んでいました。その

知見に基づくものであったことが作品の中でも確一方，明治後期には大きな水害が相次いで発生し

認できます。たことから，治山治水への社会的関心が高まり，

『狼森と旅森，盗森塁は，入植した腱民の家族保安林制度をはじめとする法制度が整えられる

と森林との交流を描いた感動的な童話ですが，木きっかけとなりました。そのような時代背景も彼

材の供給や生活環境の保全など，森林の機能がわの創作に少なからぬ影稗を与えているのでしょう。

ノ、
調査研究部・金森

林業技術N0.6641997.7
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保安林制度100年’ 保安林100年の歩み

1．はじめに

わが国は，火山等によるぜい弱な地質，多くの

断層，急峻な地形等に加え，台風の襲来や梅雨期

等での集中豪雨等厳しい自然条件下にあり，洪水

や干ばつ，山崩れ，津波等によりたびたび激甚な

災害に見舞われてきた。森林は，国土の保全，水

資源のかん養，自然環境の保全・形成等の公益的

機能を有しており，国土の約7割が森林で占めら

れているわが国においては，森林の公益的機能の

発揮が重要である。このため，農業用水の供給や

生活環境を守る役割を果たしている森林について

は，藩政時代以前から水持山・水林・砂留山・砂

防林と称され，留山として入山や立木の伐採に制

限を加え，特別に保護されてきた。

明治維新前後の混乱やその後の林政の空白によ

り，山地や河川の荒廃が著しくなり，たびたび大

水害が発生し,これらを背景に明治30年に森林法

が制定された。保安林制度は，これにより近代的

に法制化されたもので，基本的には発足当時の骨

組みを今日まで受け継いでいる。

本年（平成9年）は森林法が制定され，保安林

制度が確立してからちょうど100周年を迎えるこ

とから，保安林制度が制定された当時の状況，そ

の後の保安林制度の変遷等について紹介したい。

2．明治初期の森林管理

藩政時代には厳しく制限されていた入山や立木

の伐採が，明治4年に民有林の伐採が自由化され

たこともあり，特に公有林・部落有林において山

林の荒廃が拡大していった。森林法が制定される

までの間，明治新政府が行った森林の保全政策と

しては次のようなものがある。

①明治4年のrlll地取締規則」は,l刑墾による

土砂流出防止や川沿いの立木の伐採や下草の採

林業技術No.6641997.7

林野庁治山 課

取について定めている。これは森林の取扱いに

ついて,森林の有する公益的機能の観点から,わ

が国が近代国家として初めて定めたものであり，

後の保安林制度のさきがけとなるものである。

②明治9年に政府は官林の保護法について調査

することとし，「官林調査仮条例｣は，山林の保

謹培養を要するものを示すとともに，「水源酒
かんし

養，土砂汗止等ノ如キ全ク国土保安ヲ計り存養

スル者ハ三等ノ外別二禁伐林ノ名ヲ下シ置クヘ

シ」と禁伐林を規定している。明治維新後禁伐

林が規定された初めである。

③明治15年の太政官布達｢民有森林ノ中国土保

安二関係アル箇所伐木停止ノ儀」は，民有林の

中で水源の酒養，土砂の汗止，風潮の防除，雪

崩の防止のような国土保安に関係ある箇所は，

現地の実情により「伐木停止林」と称する禁伐

林を定めている。

3．保安林制度の発足

(1)明治15年森林法草案

明治15年にわが国で初めて起草された森林法

案は，主としてフランス国森林法の模倣と見られ

るが，当時の山林事情から宮民有林とも伐採規制

を相当強く打ち出し，保安林に相当する「保存森

林」を規定していた。しかし本法案は，参議院に

回付されないまま成立を見なかった。

(2)明治29年森林法案

明治18年に内閣制度が創始され，さらに22年

に大日本帝国憲法が公布され，日本はようやく近

代国家としての骨格ができ上がった。また，山林

の荒廃が治水に及ぼす影響についてもしだいに認

識されてきた。こうして森林法を制定する政治的，

社会的体制が整い,明治29年1月に森林法案が帝

国議会に提出された。このとき，農商務大臣榎本



武揚が述べた提案理由は，森林の保全の必要性を

端的に示している。「森林ハ水源ヲ養上，土壌ヲ肥

シ，国土ノ保安ハ勿論農工業百般ノ経済ヨリ延イ

テ日川ノ助ヲ為シマスル所ノー大要素デアリマス

ルカラ，之ヲ保護スルニ完全ナル制度ヲ設ケネバ

ナラヌト云フコトハ，今更喋々スルマデモナイコ

トデゴザリマシテ，（中略)，既二昔日封建ノ時代

二於キマシテハ，各藩共ニソレノ~～適宜ノ法令ガ

有リマシテ，彼ノ森林ノ取締ヨリ伐採ノ制限，植

付ノ方法杯モ頗ル見ルベキモノガアリマシテ，殊

二彼ノ盗伐トカ放火トカ其他森林ノ犯罪二係ル罰

則杯二至リマシテハ，今日ノ学説法理上ヨリ見マ

スルト随分苛酷ノモノガアリマスルガ，併シ是等

ノ御蔭ヲ以テ森林ノ保護並二利用ガ出来テ居ツタ

ノデアル」

この政府提出案は，官有森林の民有引戻問題や

林業組合の設立の条項などに反対の意見が多く，

審議未了により廃案となった。なお，政府提出案

では保全すべき森林をr保存林」としていたが，

衆議院修正案では｢保安林｣と改められ，「保安林」

という名称が初めて使われた。

(3)明治30年森林法
かぞう

明治29年7，8月，日本は未曾有の大災害に襲

われたことから，治山治水の必要性が痛感され，

河川法，砂防法とともに森林法の制定が促進され

ることとなった。

明治30年1月に再び森林法案が提出され，可

決・成立し，4月6日に公布された。森林法の内

容は，保安林・森林警察・森林刑法であり，とり

わけ保安林制度を中心とした国土保全の色合いが

強いものであった。保安林に編入すべき要件とし

ては，①土砂崩壊流出の防備，②飛砂の防備，③

水害，風害，潮害の防備，④頽雪・墜落石の危険

防止，⑤水源の酒養，以上，国土の保安を目的と

するもののほか，⑥魚附，⑦航行の目標，⑧公衆

の衛生，⑨社寺，名所または旧跡の風致に必要な

箇所の9要件を規定した。これら保安林編入の要

件は現在まで基本的に変わっておらず，むしろ環

境保全機能について定めたことは特筆すべきこと

である。なお，従来の禁伐林や伐木停止林等は自

／

、
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いの巧の水くらしの大地

守I)とおして保安林100年

、

ノ

動的に保安林になり，いわゆる「従来保安林」と

して普通保安林と区別された。

(4)40年森林法（第2次森林法）

lﾘj治30年森林法は,政府原案が多くの点につい

て修正・削除されたため，政府には早期改正の意

志が強かった。改正森林法（第2次森林法）は明

治40年4月22日に公布されたが，条数の増加の

割に主要な改正点は少なく，近代的法制度として

の体裁を整えるための改正点が多かった。保安林

制度については，施業を通じて森林の持つ保安効

果に期待するという目的で，禁伐・択伐の取扱い

を皆伐まで拡大し，能動的な取扱いもできること

とした。また，「従来保安林｣もその他の保安林と

同一の取扱いを受けるに至った。この改正法に規

定された保安林制度は,昭和26年の第3次森林法

まで長期にわたりほとんど改正されなかった。

4．治山事業の開始

(1)第1期森林治水事業

明治40年8月と明治43年8月に相次いで未曾

有の水害に見舞われた。特に明治43年の大水害

は，浸水家屋52万戸，堤防決壊7千箇所，山地崩

"18千箇所，浸水面積45万町歩に及び，関東地

方では明治時代最大規模の災害であった。当時の

桂太郎首相は，この水害のため滞在先の軽井沢か

ら帰京することができず，治山治水の必要性を身

をもって体験した。

この大水害が契機となり政府はこの年の10月，

内閣に臨時治水調査会を設置した。これによって

第1期治水事業が計画され，内務省と農商務省所

管に分けて実施された。このうち，翌44年から昭

和10年まで25年間にわたり実施された農商務省

分の事業が森林治水事業と呼ばれるものであり，

荒廃地復旧補助，公有林野造林奨励，森林組合設

立奨励，開墾地復旧補償などが実施された。

林業技術No.66419W7
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連年の水害拡大の主たる原因が特に公有

林野・部落有林野の荒廃にあることから，

第1期森林治水事業は公有林野造林奨励事

業が中心となって始められた。また，土砂

を流出し地盤を決壊するおそれのある所に

地盤保護植栽や地鵬保護工事を行う荒廃地

復旧事業は，森林法に基づく保安林のみに

施行された。しかしながら，地盤保護工事

の国庫補助が高率であったこともあり，公

有林野造林や地雌保護植栽はしだいに減少

し，森林治水事業といえば地盤保護工事を

意味するかのような，山腹工・渓間工を偏

重する傾向が生じた。

(2)第2期森林治水事業

鋪1期森林治水事業は昭和10年をもっ

て終了したが，このころは昭和9年の室戸

台風を初めとする連年の大水害に悩まされ

ていた。

保安林制度の沿革

明治30

40

44

昭和7
12

(1897）

(1907）
(1911）

(1932）

(1937）

森林法制定(保安林制度発足）

第2次森林法制定

第1期森林治水事業開始(昭和10年まで）
海岸砂防造林奨励規則制定

第2期森林治水事業開始(昭和23年まで）

災害防止林業施設事業開始

保安林強化事業開始

水源林造成事業開始

GHQ(連合国総司令部)勧告
第3次森林法制定(現行森林法）

治山治水基本対策要綱閣議決定
保安林整備臨時措置法制定

第1期保安林整備計画開始

治山治水緊急措置法制定

森林法一部改正(指定施業要件明示を規定）
第2期保安林整備計画開始

第3期保安林整備計画開始

森林法一部改正(林地閏発許可制度創設）

第4期保安林整備計画開始

第5期保安林整備計画開始
保安林制度発足100周年

３
４
５
６
８
９

２
２
２
２
２
２

(1948）

(1949）

(1950）

(1951）

(1953）
(1954）

35

37

39

49

う
ブ
ブ
フ

０
２
４
４

６
６
６
７

９
９
９
９

１
１
１
１

く
く
く
く

59

平成6
9

(1984）

(1994）

(1997）

5．戦争の終結と第3次森林法の成立

(1)保安林強化事業

昭和20年8月に太平洋戦争は終結したが,戦時

中の乱伐・増伐の結果，無立木地は累積し要造林

地面積が120万haにも達し，山地荒廃地は30万

haにも及ぶ状況であり，その上復興材として木材

の需要は増大する一方であり，山地荒廃地はさら

に拡大する傾向にあった。戦後相次いで上陸した

大型台風や集中豪雨は，疲弊した国土を追い打ち

することとなり，大災害が続いた。このため，保

安林を整備.強化する保安林強化事業が，昭和23

年度から5箇年計画で開始された。主な事業内容

は，重要河川の上流の奥地水源地帯にある水源酒

養保安林と土砂杼止保安林の配備基準を林野局が

定め，その基準に従い全国的に保安林の配備調査

を行い，これに基づき保安林の編入・解除を行う

ことであり，保安林による流域管理の考え方を初

めて示したものである。

(2)水源林造成事業

保安林強化事業の趣旨に即し，里要河川の水源

地帯に設置された保安林の中にある原野等の造林

が,治山事業の一環として昭和24年から実施され

た。その後,昭和31年に水源林造成に分収造林制

第2期森林治水事業は昭和11年に暫定事業と

して,翌12年から23年までの12箇年計画として

|淵始された。事業内容は第1期とほとんど変わら

ないが,荒廃地復旧事業が第1期では総予算の25

％であったのに対し，第2期ではほぼ70%を占

め，しかも事業内容がすべて地盤保護工となり，

山腹工・渓間工が森林治水事業の中心に位置付け

られるようになった。

(3)災害防止林業施設事業

森林治水事業は森林の土砂流出防止機能，水源

潤養機能に期待する事業であったが，地域の農民

等にとっては，それ以外の飛砂害，潮害，風害等

の防止機能の方が密接であり，これらの目的のた

めの保安林の森林造成の必要性が増してきた。こ

のため，昭和7年に海岸砂防造林奨励規則が定め

られ，海岸砂地の飛砂防止林の造林に奨励金力討交

付されることになり，さらに，昭和12年から災害

防止林業施設事業が実施された。この事業は，民

有林の海岸砂防林，防潮林，防風林等の造成に対

しては府県へ奨励金を交付し，地すべり防止は国

の直轄事業として実施し，国有林野内は営林局が

実施した。

林業技術No.6641997.7



度が採用されたことから，水源林造成事業は官行

造林事業に引き継がれた。

(3)GHQ勧告

昭和20年,終戦とともにわが国は連合龍総i:il令

部(GHQ)の占領下に置かれ,GHQのうち直接

林政にかかわった天然資源局林業部は，森林治水，

森林保護などの専門家を次々にアメリカ本土から

招いて意見を求め，日本政府に有効な勧告を残し

ている。

クレーベル(K1･aebfel,ChalesJ.)は，日本国

内の主要流域を視察し，林野庁，東京大学その他

の治山技術者と討議を行い，昭和25年4月に｢日

本の林業と治水に関する勧告」（クレーベル勧告）

を行った。洪水，林地崩壊の防備，林産物の保続

生産を確保するためには流域管理計画が必要であ

り，森林の保全機能の解明と併せ，これを維持・

増進するための政策のあり方を示唆し，日本の治

山行政に大きな影響を与え，保安林の施業の基礎

的考え方となった。

また,GHQ経済科学局公正取引実行部と天然

資源局林業部は昭和25年2月｢森林組合改組に関

する共同声明」を発表し，林業計画（森林計画）

の編成とその遂行の責任は中央政府が負わなけれ

ばならない，林業計画はすべての森林が対象とな

ること等の考え方が示された。さらにこの年の12

月，天然資源局林業経営特別顧問のカーチャー

(Kircher,JosephC.）とディクスター(Dexter,

AlbertK.)は「日本私有針葉樹林経営に関する勧

告」（カーチャー・ディクスター勧告）を行った。

この勧告の内容は，保続生産・生長塗増大の目的

に合致するよう私有針葉樹林の施業・規制方法の

改善，休閑地等の針葉樹造林を奨励すること等で

あり，これにより森林法の改訂作業が進展した。

なお，昭和22年に林政統一力乱行われ,林野局は

農林省の外局となった。これにより林野局林務部

に治山課が新設され，「治山｣という字句が正式に

使用され，農林省所管の国土保全事業については

｢治山政策｣，「治山事業」とすることになった。

(4)第3次森林法の成立

取りまとめられた改正森林法案は，占領時を反

〆

、

15

保安林暴れも山に緑きせ

ふるさとまもり100周年

、

ノ

映し，林野庁の依頼により議員提出法案として国

会に提出され，昭和26年6月26日に公布された｡

保安林制度の改正点は次のとおりである。

①保安林種が土砂拝止保安林を土砂流出防備・

土砂崩壊防備保安林に分け，干害防備・防雪・

防霧.防火保安林を加え,従来の12種から17種

になった。

②水源かん養，土砂流出防備，土砂崩壊防備以

外の保安林については，指定・解除の権限を都

道府県知事に委任した。

③保安施設地区，保安施設事業を規定し，治山

事業に法的根拠を持たせた。

④保安林内の立木の伐採制限については，森林

計画の条項の中で規定した。

6．計画的な森林保全政策の推進

(1)保安林整備臨時措置法の成立

終戦から昭和28年までの水害発生状況は,被害

人口270万人，被害総額2,500億円にも上る膨大

なものとなっており，なかでも，昭和28年に西日

本を襲った水害は激しいものであった。この水害

を直接の契機として，治山治水対策の充実ととも

に，森林の持つ公益的機能の見地から保安林整備

の必要性が強く訴えられることになり，治山治水

対策が国政上の重要な課題とされ，政府は「治山

治水基本対策要綱」を閣議決定した。これを受け

て，保安林整備事業の計画的遂行と重要保安林の

国による買入れを目的とした「保安林整備臨時措

置法案｣が第19回国会に提出され,同法は昭和29

年5月1日に公布・施行された。

(2)保安林整備計画の推進

保安林整備臨時措置法は10年間の時限法であ

るが，時代の要請から4回にわたり改正延長され

今日に至っている。この間，保安林の整備は，保

安林整備臨時措置法第2条第1項の規定により錐

林業技術No664199f7
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▲保安林面積の推移

定された保安林整備計画に基づき計画的に実施さ

れてきており，第1期から第4期までの保安林整

備計画の内容は次のとおりである。

①第1期保安林整備計画（昭和29～38年度）

災害の防備のための保安林を重点として配備

するとともに，20万haの民有保安林の買入れ

を実施した。

②第2期保安林整備計画（昭和39～48年度）

わが国経済の高度成長等による水需要の急激

な増大に対処するため，水源かん養保安林を重

点的に配備するとともに，6万haの民有保安

林の買入れを実施した。

③第3期保安林整備計画（昭和49～58年度）

都市化の進展等に伴う生活環境の悪化，森林

レクリエーション需要の増大に対処するため，

保健保安林を重点的に配備した。

④第4期保安林整備計画(昭和59～平成5年

度）

集中豪雨等による激甚な災害の多発，都市化

の進展に伴う新たな保全対象の増加に対処し保

安林の配備を行うとともに，林業を取り巻く厳

しい環境の下で施業・管理が適切に行われず所

期の機能を十分に発揮していない保安林の増加

等に対応し，特定保安林の指定を行い，保安林

の整備を実施した。

特定保安林制度は，保安林としての所期の機能

を十全に発揮していないものについて，早急に森

林の整備措置を講じ，保安林機能の回復・増進を

図ることを目的とするもので,昭和59年に保安林

整備臨時措置法を改正して創設されたものである。

機能が低下している保安林について，農林水産大

臣が特定保安林として指定し，治11.l・林道・造林

事業等を計画的に実施し，所期の機能を発揮し得

る森林状態に整備しようとするものである。

(3)治山治水緊急措置法の制定

治山事業についても，昭和28年の｢治山治水基

本対策要綱｣により，翌年度から10箇年間の具体

的目標が示された｡その後,昭和31年度からは｢経

済自立五箇年計画｣，昭和33年度からは「新長期

経済計画」において治山事業五箇年計画が策定さ

休業技術X0.6641997．7
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△施行前（昭和27年）

今 浜 ザ施行後'零"和"零’

▲完成（昭和30年）▲施行後5年（昭和35年）
はげ山復旧（岡山県玉野市和田地内）施行前後の対比

岡山県治111事業のあゆみ＝保安林制度10()周年記念＝から（岡III県濃林部治山課発行，平成9年）

れたが,昭和34年度までの実績は極めて低い達成した諸用水の確保を目的として，治山治水事業の

率に終始した。このため，昭和34年に閣議了解に 緊急かつ計画的な実施を促進することとしており，

よる「治山治水対策関係閣僚懇談会」が設置され，これに基づき，昭和35年度を初年度とする｢治山

治山治水対策を強力に進める方針が決定されたが，事業-|箇年計画」が決定された。しかしながら，

同年発生した伊勢湾台風等による災害を直接の契この計画は5年で実情にそぐわなくなったことか

機として,昭和35年3月に｢治山治水緊急措置法」 ら，昭和40年に計画期間を5箇年とした｢第二次

が制定された。猯山率業土i箇年計画」が発足した。以来，おおむ

本法は，台風，集中豪雨等による被害を防止すね5年ごとに法改正を行うとともに五箇年計画を

るとともに、産業経済の発展等に伴い需要の増加策定し，治山事業の推進を図ってきているところ

林業技術X0.66419W7
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である。

(4)昭和37年森林法の改正

昭和37年に森林法が改正されたが,保安林制度

の主な改正点は次のとおりである。

①森林計画制度の改正に伴い，森林計画で定め

られていた保安林の施業要件と伐採立木材積の

許容限度は，指定施業要件として指定の際に明

示することとなった。

②森林計画の条項に規定されていた伐採許可制

度の廃止により，保安林の伐採許可については

保安林の条項に規定されることとなった。

(5)林地開発許可制度の創設

これまで述べてきたとおり，公益的機能の発揮

が特に必要な森林については，保安林制度に基づ

き，その保全・整備が図られてきた。一方，保安

林以外の森林についても水源のかん養，災害の防

備，環境の保全等の機能を有しており，これらに

ついては，計画的な森林施業を行うことにより，

木材生産の推進との予定調和を図る中で確保され

てきた。しかしながら，昭和40年代後半の高度経

済成長，都市化の進展等社会経済情勢の変化に伴

い森林が転用の対象となり，特にゴルフ場の造成，

レジャー施設の建設等の土地開発が，保安林以外

の森林において急増し，その開発に無秩序な形の

ものも見られたことから，地域社会に種々の問題

を招いた。

このため，保安林以外の森林においても開発行

為を行う場合には，これらの森林の機能を阻害し

ないようその適正化を図るため,昭和49年に森林

法が一部改正され，森林で一定規模を超える開発

行為をしようとする場合は，都道府県知事の許可

を必要とする林地開発許可制度が発足した。

7．保安林制度の現状と今後の展望

明治30年の森林法制定当時の保安林面積は58

万haであったが，保安林整備計画に基づく計画

的な整備を推進した結果，今日では860万haが

保安林に指定され，わが国の森林面積の3割を占

め，文字どおり，わが国の水資源のかん養，国土

の保全等の中核を成している。

近年，森林の減少等地球規模での環境問題が国

林業技術No.66419W7
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、

保安林緑と水の地球（ほし）乞

守I)続けて100周年

、

ノ

際的な問題となっているところであり，わが国に

おいても，ますます森林の適正な保全・整備が強

く要請されており，保安林の役割は一層重要なも

のとなっている。このため，保安林整備臨時措置

法を平成6年4月にさらに延長し，災害の防備，

良質な水の安定的確保，身近な緑の保全のための

保安林を計画的に配備する第5期保安林整備計画

を策定中である。

また，近年の林業を取り巻く状況から，保安林

の機能維持増進に必要な造林，保育等の施業およ

び管理が停滞し，機能の低下した保安林が増加し

ているところである。このため，前述した特定保

安林制度による整備を促進するとともに，私有の

ままでは適切に維持管理することが困難な森林に

ついては，公的主体による森林の取得を進め，適

切な管理・施業の推進が期待されている。

8．おわりに

保安林制度は，わが国の近代法として制定され

て100年になるが，これまで必ずしも国民のひと

りひとりに十分にその役割が理解されているとは
なじ

いえず，特に都市部の人間にとっては馴染みが薄

いものであった。しかしながら，近年，森林に対

する国民の関心が高まる中で，保安林に対する関

心も高まりつつある。先般（平成9年5月）公表

された｢財政構造改革に関する有識者アンケート」

においても，重点的に投資すべき項目として，「廃

棄物処理施設の整備｣，「一般道路の改良｣，「空港

の整備」に次いで，「保安林の整備」は上位にあげ

られており，また，「森林環境の整備」も学識者，

マスコミ関係者等から強い要請を受けている。

このように，保安林に対する国民の期待は一層

高まっており，制定から100年を機に，これから

の100年を見通した保安林制度としていくことが

必要と考えている。（文責：篠原宏）



第草
’'水林業技術協会では,林業技術の向.l二に画lliXし,林業の
振興に多大な功縦を上げられた方に対して,伽年,林業技術
徹を剛liル表彰しています｡今I同Iの進考では,3;ilに林業技
術‘尚が,1ﾙ｢Iにlill努力髄が畷呈され,5j~]271~1の本会総会I術
kで表膨されました。

▲本会総会での表彰

受賞者と業績の紹介

◆林業技術賞（3組）

●在原登志男（ありはらとしお）

昭卯II49年3jj,宇都宮大学大学院腱学研究科修_I裸秘修
了｡何年4)1,編脇県林業試験場勤務後,lwl県|11鮎林業1lI務
所，腱地林務部林業指導課を経て，現･桶,|ﾙﾘ,!林業試験場緑
化保全部提｡48歳｡福島県においてマツ材線虫病の発生当初
から研究に従嚇し，被審実態の解明と防除法のIIM発に関す

る新しい知見を兇いだし,防除法を考察,実誠するなど林業
技術の向｣二と病害虫防除技術普及に関し多大な貢献を果た
した。〔福島県支部推薦〕

1．はじめに

福島鼎においてマツ材線虫病の被害が初めて確認さ

れたのは1976年2月で,郡山市,次いで6月にいわき

市および相馬市の3地区であった。当時，本病は気温

の関係(MB指数，年平均気温）から継続的な発生は

ないと予想されていた。しかし，77年の秋'二Iに入ると

19

(本号p.19～P.26掲載）

●藤下章男（ふじしたあきお）

昭和39年3月,IM11大学腱学部林学科卒｡昭和4()'年4H,
広島県林業試験場勤務｡昭和43年4月,静岡県林業試験場勤
務後,同県西部腱林4蛎所,同雌庁農地森林部造林課,同林
業･水産部森林盤伽那を経て，現･静岡県林業技術センター
自然環境保全研究主幹｡55歳｡試験研究分野の森林保謹担当
にあっては,静|鯏県松くい虫防除技術の開発と確立に努め，
行政分野にあっては．第一線に立っての被害防止事業の推
進，松くい虫被害対箙の総責任肴として理論と実践両面に
手腕を発揮｡現在は勤物と林業との共存策,複層林施業など
にも取り組み，さらに幅広い多岐にわたる研究･普及指導に
従事している。〔静岡県支部推薦〕

●渡辺和夫（わたなくかずお）

久保正秀（くぼまさひで）

渡辺氏は昭和44年3)1,蕨部府立大学農学部林学科卒｡1両1
年4月,奈良ﾘI↓股林部勤務後,試験研究分野と行政分野で交
互に勤務。現･奈良雌林業試験場総括研究員。50歳。久保氏
は現･株式会社かつらぎ潅業代表取締役｡47歳。和歌1I1県か
つらぎ町在住｡シイタケの産地形成を促すべく，施設園芸栽
培型に適した栽靖技術の開発と普及･実用化に大きく貢献。
現在では奈良・和歌山県を中心に5県・6工場で，年間135
万菌床が生産されるに至っている。〔奈良県支部推薦〕

◆林業技術賞努力賞（1組）

●井上重徳（いのうえしげのり）

昭和27年3月,熊本ﾘ,4人吉市立大畑中学校卒｡昭和29年10
月,人吉営林署勤務｡以来40年以上の永きにわたって同署で
精励,平成8年3月に退II脚｡61歳｡人吉市在住｡永年にわた
り国有林野事業の業務遂行と併行し,林業機械の改良･考案
に取り組み，多大な業繊を残した。それらは林業技術の向
上,林業の振興,労側災害の防止に大きく貢献｡ほとんどの
研究成果について，輝かしい表彰を受けているところであ
る。〔熊本営林局支部推薦〕

〆

鰯

原登志男

ほぼ平年並の夏の気温にもかかわらず，相馬市の被害

は前年の5倍以上にも増加した。このことから，本県

でも本病は継続的に発生する可能性があると考え，マ

ダラカミキリの生態等を調査して被害発生区域の予測

を試みた。

また、被害の増加が始まると，枯損木への薬剤散布

林業技術No.6641997.7
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によるマダラカミキリの駆除効果に現場担当者から疑

問が投げかけられた。そこで，どのような場合効果が

低下するのかを調査し，完全駆除法について検討を加

えた。

1980年のクリスマス当|_I,本県は未曾有の雪害に見

舞われ，スギ，アカマツなどが甚大な被害を被るとと

もに送電塔が崩壊し，3日間の停電および都市ガスの

供給がストップし,H常生活にも事欠く事態が発生し

た。雪害木の多くは放世され整理がままならない状態

にあったので，アカマツ雪害木が本病の感染源として

どのような役割を持つものか調査した。

その後，冷夏の年を迎えると，マツ枯損の発生は年

越し枯れの割合が尚くなった。温暖な地域では年越し

枯れにマダラカミキリの生息がないと報告されている

ことから，本県でも薬剤散布の必要がないのではない

かという意見が出された。そこで，マツ枯損動態の解

明に着手するとともに，生立木へ線虫を接種して発病

の経過をたどりながら枯損発現のタイプ分けを実施し

た。

さらに，本病の被害は年を追うように著しく増加し

たことから，現行の駆除法に欠陥があるのではないか

という意見も投げかけられた。そのため本病の感染源

を洗い戒し，すべてを取り除いた防除試験地を設定し

て駆除の効果を実証した。これらの調査，研究は十余

年の歳月を費やし，多くの方々のご指導，ご協力を賜
しつだ

り，かつ叱1尾，激励を受けて実施したものであり，こ

こにあらためて厚くお礼申し上げる。

2．マツ材線虫病被害発生区域の予測

本病が毎年継続して発生する条件を，線虫によって

マダラカミキリの産卵対象となるマツ異常木の出現時

期が翌年1年1世代成虫となりうる産卵期間に重なる

ことと考えた。1年1世代となりうる産卵の終期は幼

虫の発育零点を12℃とすると，冬期までに350日度を

保有する時点と推定されたことから，羽化脱出からこ

の期間までに産卵対象木が出現すればよいことになる。

気温とマツ枯れの関係は25｡C以上で成立するといわ

れているので，本県において被害の増加が全く認めら

れず,極度の冷夏に見舞われた1976年度での被害発生

地区における当該期間内の日平均気温25℃以上の日

数,ほぼ10日を本病によって産卵対象木が出現する限

界値と考えた。そして，夏期の気温がほぼ平年並であ

った77年において,10日以上を保有する地域を求め

た結果，海抜高でほぼ400m以下の地域が相当した。

当該地域は本病が継続的に発生する危険地帯と予測さ

れる。なお，本法による予測は1996年時点においても

継続的な被害発生地域と符合している。

3．マダラカミキリの駆除効果のバラツキ

写真①ビニール被覆法

と完全駆除対策

マダラカミキリは産卵が早いほど蜥室入

口に詰める木屑が厚く，木屑が厚いほど蝿

室内への薬剤の浸透が悪いため効果が低い

こと(図①)，また薬剤は，ある程度粗皮が
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秋処理

場所では分解が早まり残留が少ないことな冬処理

春処理どが調査から判明した。そこで完全駆除を
対照

図るため，薬剤散布後被害材をビニール被

覆する方法を考案した（写真①)。

4．マツ材線虫病感染源としての雪害木
I型：木ﾊﾂの
Ocm以上のもの 雪害木の多くは翌年の夏にマダラカミキ
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図①蝿室形成状態別の死亡虫率
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および枝での発病の3タイプが認められ，これが発病

時期と相まって複雑な枯損の様相（全身枯れ，枯れ上

がり，枯れ下がり，枝枯れ波及型等）を呈することも

判明した。

6．防除効果の実証

林内における本病の各種感染源の実態調査を行った

結果，被圧枯死木，伐倒放置丸太および風折れ木等が

存在した。これらの感染源を完全に駆除したlhaほ

どの実証林を被害林から100m以上離れた林分に設定

したところ，潜在感染木の発病が終息するまでの数年

間継続的な防除を行えば,枯損木の発生は停止した(図

④)。

以上の結果は，林業普及活勤の手引きとしてまとめ，

県内の林業技術者に陥布，広く活用されている。

以内の雪害木では材内に線虫の生息も認められた。そ

の翌年脱出成虫の線虫保持数を調査したところ，カラ

フトヒケナガカミキリとマダラカミキリが保持し，特

にマダラカミキリで保持数および率とも高かった（表

①)。なお,本病感染源としての雪害木の持つ危険性の

指摘は，残念ながらあまりにも多鐙に存在したため事

業的には処理されず,82年の被害は冷夏にもかかわら

ず，前年のほぼ4倍と驚異的に増加した。

5．マツ枯損動態の解明

年越し枯れの発生割合は夏が箸いほど減少するが，

夏の暑さにかかわらず数-'一％が年越し枯れとなること

(図②)，また，年越し枯れにあっても大径木ではマダ

ラカミキリ生息数の多いこと(図③)，そして，径級ご

との枯損経過は太いほど発病から枯損に至る期間が長

引くこと，材内から線虫の検出されない個体は秋に発

病し，晩秋から冬期にかけて柚損するものであり，さ

らに発病とInl復を繰り返す潜在感染木の存在が調査に

より確かめられた。一方，マツ生立木へ線虫を接種し

て発病の様相を調査したところ，樹体全体，幹の一部

表①雪害木から脱出したカミキリの線虫保
持数
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藤下章男

1．はじめに

櫛岡県における松くい虫被害は,1981年に130千㎡

のピークに達した以降，1996年現在では15千nfとな

り，当時の激害の勢いは衰えつつある。松くい虫被害

対錐に関しては，全腫|の研究者や4礫|兇l係荷の並々 な

らぬ努力が続き，筆者も県の機関の一員としてこれら

の業務に携わってきた。この経緯の中で，防除技術の

開発はもちろん，一般の方々の疑問に対する説明や，

現場の防除顎業従事者などへの啓発・指導の必要性を

強く感じてきた。そのため，防除実態に合わせた実証

試験を行うことによって，行政の効率的な事業推進に

反映するよう努めた。以下，主典な4噸について概略

を述べる。

2．被害分布拡大調査

マツノザイセンチュウ（以下，センチュウ）が発見

された翌年の1972年には県内各地でセンチュウが分

離され，年ごとの松枯れ発生経過によって,70年代は

鉄道および主要道路沿線，港湾，木材関係工場周辺な

どから被害が拡大している傾向を認めた。そのため，

市町村間における被害木の移動禁l1拙撹を進言し，チ

ップ生産組合には被害材の早期処理を依頼した。しか

し、これだけでは被害拡大を抑えきれず，1981年まで

には松林分布のほぼ全域に拡大した。なお，この調査

におけるセンチュウの最高標商検{'1地点は御殿場市の

750mであった。

3．薬剤空中散布と地上散布の効果

雫''1散布の有効性を示すため，被鮮発生林分におい

て対照|>Kとの枯損発生経過を調べた結果,MEP剤散

布区は5年後においてもわずかな枯撹率にとどまった

が，無散布区では激害林となった(表①)。また，ポッ

ト移WIiした松苗木を空中散布の現場で被液させ，その

枝をマツノマダラカミキリ（以1く，カミキリムシ）成

虫に給伽して殺虫残効を調べた絲果，1同散布で2

～3週|肌2回重ね散布で7～8週|冊lの有効残効が認

められた。1973年から実施した発生予察では，カミキ

リムシ成虫は脱出初期が5月下旬，ピークが6月'二・

!I1句，終rが7月上・中旬であることから，成虫の脱

III期間をほぼカバーすることができ，年次による脱出

時期の変動はさほど認められないことから，事業散布

の有効性を実証した。

地k散布については，センチュウが樹体内に侵入す

る危険il'|ﾐのあるカミキリムシ1噸当たり0.5cnfのかじ

り跡をもって残効を調べた結果,MEP50%剤の100

儒液(斗喋散布と成分量はほぼ|可じ）で20H間程度と

なり,1FTI散布の事業散布に加え，自力による追加散

布の必要性を示した（図①)。

4薬剤空中散布が環境に及ぼす影響

腱薬の空中散布に対して，一般の方々が危慎の念を

持つのは当然であり，そのための調査と議論は必要な

ことである。そのため，国の調森騏業項|･'に県独自の

表①MEP剤空中散布による経年別松枯損率

区分1年目2年目3隼目4年目5年目

散布区1.9%0.5%0.5%1.1%16%

脈散布区3．94．28．011．8379

注)MEP乳剤50%,25倍液600/1'a,21111砿ね散布

1．11 10(］
〕5()％-

100倍｛

()_5 弓一一一一一一一一pD－qローロロロロ･■一一一・一一一口｡q･･･－－0ロー‐●‐‐一一一

二シー＜源
一一一一一pD－qローロロロロ･■一一一・一一一口｡q･･･－－0ロー‐●‐‐一一一
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図①地上散布濃度による殺虫残効
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6被害枯損木に対する伐倒駆除技術の向上

(1)駆除薬剤の効果特性

各種薬剤の効果試験を実施したが，いずれの薬剤も

80～90%の殺虫率が限界であり，材内カミキリムシを

完全に駆除することは困難であった。そのため，地域

の生息密度を効果的に低下させることを主目的とする

必要性を認めた。薬剤処理後に割材しても材内幼虫の

多くは生存しているがbMEP剤の場合，薬剤は主に

樹皮部に長期間残留しており，老熟幼虫～成虫脱出期

の殺虫効果が大きいことが推測された（表②)。なお，

成虫脱出孔も見られるが，脱出後にマヒや死亡する個

体が多く，薬剤別では食溌効果の高いMPP剤におい

て顕著であった。

(2)薬剤の効果的な処理

現場での駆除薬量は立木材積で算出する場合が多い。

表面積当たり薬量と比較すると,胸高直径27m】程度以

下では材磯当たりが表面積当たりのそれを下回り，特

に胸商直径10cI11での薬量は1/3となる。そのため，限

られた薬欺で最大限の効果を発揮するためには，カミ

キリムシの習性に基づく現場従事者の指導が重要とな

る。幼虫生息の特性としては，①樹皮厚が0.5cm以下

の樹皮の灘い部位で主に生育するため，クロマツでは

樹体が大きいほど根元付近の寄生は少なく，樹皮厚が

lclllを超える部位での生息はほとんど見られない（図

②)。主要な生息部位は力枝周辺から上部であり，直径

2clllの枝部にまで至る。ただし，アカマツの場合は比

較的樹皮が薄いため，根元付近でも寄生が見られる。

②枯損時期別では夏以降早い時期に枯れたものほど寄

生数が多く，秋遅くに枯れたもの（冬期に赤く枯れた

葉が残っている）は寄生数が急速に減少する，などの

特徴を考慮して効率的な重点散布を指導した。現場検

査のために薬剤に色素を混ぜることは，木口面や伐根

項目を加えたおよそ50項目について,県内自然保護団

体や高等学校生物部を含めたプロジェク1､チームを組

織し，空'l･1散布を毎年実施する同一地域を中心にした

環境に及ぼす影響を5年間にわたって調査した。

その結果,MEP剤の2回重ね散布では薬剤が環境

中に長期間残留したり拡散することはなく，一般の昆

虫類の回復力は大きいことなど，環境に対して重大な

影響を及ぼすことのないことを明らかにした。しかし，

甲殻類は薬剤に敏感なため，事業散布の重点事項とし

て危被害の発生防止に努めた。なお，トピックスとし

ては，①松表噸に付蒲した薬剤は早急に消失するが，

組織深達性のため，葉や枝の組織中に取り込まれた薬

剤は一定期間残留することがわかり，それが松枝をか

じり食べるカミキリムシ成虫に選択的な残効をもたら

すと考えられた。②散布によって死亡したカミキリム

シ成虫は回収が困難といわれるが，脱出初期の1回、

散布は別として，2同月散布時には小道上での拾い取

りで結構採取された。この場合は散布直後や経過日数

後の夜明けの実施が必要で，小鳥の捕食やアリなどに

よる分解との競争となる。

5ユーカリ成分とマツノマダラカミキリの忌避

一時期，ユーカリ樹を松林に混植すれば松枯れは防

げるとの説が流布され，問い合わせが殺到した。その

ため，当時の県立薬科大学と共同試験を行った結果，

①生葉を用いた室内実験では，ユーカリの独特の臭気

の強さとカミキリムシ成虫に対する忌避作用は関係し

ない。②生葉から得られた精油は穏やかな香りで，主

成分は1．8シネオールとαターピニルアセテートで

あった。③種類別の精油に対しては,E"""伽α"Sの

忌避作用が優れた。④単離した成分に対してはシネオ

ールよりターピニルアセテートに強い忌避作用力認め

られた。⑤一方，単離成分を野外散布して松の枯損率

を調べた結果では無処理との間に有意な差は認められ

なかった。このことから，忌避作用は認められるもの

の，揮散しやすい物質を野外で長期間持続させるのは

至難であり，実用的でなかった。

[MFIx.11mlMax.13mLMax.14mlMax.14m

４
２
０
８
６
４
２
０

１
１
１

ｊ

マ
ツ
の
樹
商
、く

表②枯損伐倒木におけるMEP残留量(ppm)
ぐ

部位1カ月2カ月3カ月4カ月5カ月 ぐ

).B､1-1

5cm以下 ｜晶紬±I別

,.B・H

21-25C131

06

11

110

4.3

11

367

9.9

0．1

211

13.7

0．5

樹皮部

材部①

材部②

720

28.1

1．2

10頭1105105105

lm材当たり平均寄生数

材部①は深さ0-1cm,材部②は深さ1-5cI11
MEPiIII剤0.5%,154/11f，2月散布

il:1)

注2） 図②マツノマダラカミキリ幼虫の垂直寄生分布
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に多峨の薬剤を浪費する結果となるため行わないほう

がよい。なお，温暖な静岡県では翌春の気温!=界期に

|:i'iれるものも多少発生するが，カミキリムシの大半が

1年l11l:代のため，それらが繁殖源となる1'1能性は少

ない。

(3)被害材の完全駆除

枯搬而発防止には，被害材の完全駆除が要求される。

材を搬出して焼却やチップ処理すれば完全であるが．

すべての枯損木を処理することはできない。現在では
くん

材内のセンチュウも死滅するNCS剤による現場煉蒸

処理が広く行われているが，ビニール等の被覆が不完

令であると効果が発揮されないのでii窓が必要である。

なお,ll:11たりの良い箇所では，ビニール被覆のみで

も内部が高温となって完全駆除が可能なデータを得た。

一方，焼却処理は材内蛎室完成後のl～2N以降であ

れば，孔道は材の表面下まで再び戻っているため，1

~2cmの深さまで材が炭化すれば，熱が孔道内に侵入

して完全駆除が可能となる。なお，板材に製材した場

合は厚さ15cl11でも成虫脱出を確認したので，完全駆

除は困難と考えられた。

7．樹幹注入，土壌処理法による枯損防止

(1)樹幹注入法の検討

樹幹注入剤のスクリーニング試験は，1977ｲ下から10

年近く全I型の研究群とともに実施した結果，数繩薬剤

が腱薬登録され，その商品はゴルフ場や公I刺などを含

めて広く普及するようになった。その間に，①色素を

芸 職適睦

1．はじめに

シイタケの附床栽培は,1967年にその『'J能性が示さ

れ性I1されたが，すぐには実用化に至らず、栽培法の

改良やIW!種の|淵発を経て1980<I§代になって商業的生

厳が始められた。その後，生産蛾は原木栽培の減少を

iiliうように漸増し,1995年には金剛#IW11tの31%に

達した。しかし，シイタケの販売illi格は輪人シイタケ

との競合により低迷し，現状の販売mli格ではシイタケ

の繭床戦端は収益性が低く，さらに栽嬬技術の改良や

"!繩の開発が求められている。また，現(I言の市場流通

仲難技術X().6641997.7

用いた吸収移行パターンでは，辺材部を螺旋状に上方

移行して樹商17mの松でも頂部まで十分脳散するこ

と,②樹尚15mの‘松におけるメスルフェンホス剤では

頂部の,枝部まで薬剤が移行していることなどを|ﾘlらか

にした。TIj販された樹幹注入剤は県単独の聯業に取り

入れ．各地の蛍箪な松の保存に努めた。

(2)土壌処理法の検討

土壌処理剤としては，すでに市販されている浸透移

行性殺虫剤ジスルホトンの有効性が確認され，薬剤は

樹体k方まで吸収移行すること，物理的な流亡がなけ

れば薬剤は騨境LI!に拡散しないことなどを明らかにし

たが,松1本』!iたりおよそ3kgの処理が必要であり,面

積1iたりの薬賊が|髄めて多くなるなどの問題点があり，

松くい虫用としての腱薬適用拡大は実現しなかった。

8．おわりに

強い病原力と伝染性を持つマツ材線虫病は，県内各

地の松林に大きな被害を及ぼしたが，県内海岸線の延

長約20()limに達する松防災林など，公益性の高い松林

はほぼ守り抜くことができた。しかし，放禰すれば4

～5年間で松林を壊滅させる激しい被害に対しては，

今後も対策の手を緩めることなく対応していく必要が

ある。また，棚生面から見た松は陽樹であり，松林と

して維持するためには常に適正な保育管理を行わない

と生理衷退を起こし，被害に対する抵抗力は低下する。

したがって，市l111村や地域住民に主体性を持たせた松

林の保育健全化対策の推進がさらに望まれる。

奈良県林業試験場総括研究員

渡辺和夫

(株)かつらぎ産業

代表取締役 久保正秀

に対応するには，施設嗣芸的手法により計価的，安定

的に生簾する技術および生産コストを軽減するため，

栽培期間の蝿縮化が求められている。そこで、戦培期

間の短縮と作業の機械化および省力化を目櫟に大型ピ

ンを用いた栽嬬法を開発し，普及を行った。

2．シイタケの生理的性質と栽培法

薗床栽端は』|も密閉型の容器で菌糸体を純粋蛸錐によ

り栽靖するため,繭糸体の酋延とともに培地内の物理
的環境は急速に変化する。こうした変化に対する繭糸

体の反応はきのこの唾類によって異なると考えられる。
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そこでシイタケ菌糸体を袋と大型ピンで培養し，培地

分解の進行とともに菌床の物理的性状および菌糸体変

換効率（培地の分解量に対する生聡された菌糸体量の

割合）がどのように変化するかを調べ，子実体の発生

パターンと比較した。大型ピン栽培では，培養途中で

ピンを反転する（写真①）操作を行った。この操作に

より，重堂減少率，含水率および空隙率（図①）はピ

ン栽嬬と袋栽培で大きく異なった。すなわち，大型ピ

ン栽培では反転後に重量減少率および含水率の低下が

大きく，空隙率の低下は軽減された。このような菌床

の物理的性状の変化に伴い，袋栽暗では繭糸体変換効

率は徐々に低下したが，ピン栽培では容器の反転後は

低下することなく横ばいになった(図②)。これは，シ

イタケ菌糸体は分解が進み培地内の水分並が増加し空

隙率が減少すると菌糸体変換効率は徐々に低下するこ

とを示している。また，子実体の発生パターンも栽培

法により大きく異なり(図③)，大型ピン栽培では浸水

操作により子実体が容易に生じ，

特に初期発生が良好であった（写鰯．

物理的，生理的性状は異なり，このことが子実体の発

生パターンに影響したと考えられる。

以上の結果は，シイタケの菌床栽培では，菌糸体量

や子実体発生餓の増大および収穫期間の短縮を実現す

るには，培地材料（化学的環境）の改善だけではなく、

菌糸体周辺の物理的環境を改善する手法を同時に用い

る必要性（品種間差があると思われる）を強く示唆し

ている。

3．大型ピン容器による栽培法

大型ピン容器による栽培法は，培養・熟成期間中に

容器を反転し，菌床とピン容器の間に空気の層を作る

ことに大きな特徴がある。この空気の畷は，高湿度で

あり，培養室内の空気の動きによってピン壁に結露し
華かぶた

て水滴を生じ，水滴は中蓋にたまる。このようにして

菌床内の水分は徐々に取り除かれ空気と入れ替わる。

したがって，中蓋に蓄えられた水分量と菌床の重量減

少蛍との間に高い相関が認められる。

特に初期発生が良好であった（写

真②)。以上のように,用いた栽端

法問で培獲終.了時における菌床の
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蕊
培地作成(1.8-2.0kg)
&

殺菌（118℃，30分）
4

接種

4

培養（21-22℃,70-80%R.H.）

445-55日

反転

435-40B

培養（21-22℃,70-80%R.H.)
払

子実体発生(10-20℃,60-80%R.H.)

ふす90日写真③ピン反転後の熟成る。
収種浸水 今後解決しなければならな

い課題として，発生個数の制御が挙げられる。シイタ

大型ピン栽培の作業二I程を図④に示した。各工程はケの關床栽蠕は，この課題が解決されてようやくほか

機械化・省力化され，俄培スペースの縮小化が可能にの栽培きのこに比肩しうるレベルに達したといえよう。
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井上重徳

砂利敷き均し機は，ダンプカーの荷台後部のシャーシ

両端に，リヤーバンパーを兼ねたトンボ状の排土板を

取り付け，ダンプカーの荷台の油圧を利用して作動す

るよう加工したものです。カマボコ型になっている道

を，時速6～8kmで平らに削るよう工夫して，人力

作業に比して大幅な能率アップが実現し，林道の維持

管理が容易にできるようになりました。

こうしていろいろな物を作り改良してこれたのも，

人吉営林署の皆様方のおかげと感謝しているところで

す。その侍様のお力で多くの徴をいただくことができ

ましたことを、心よりお礼申し上げます。

人吉営林署に昭和27年,造林手として採用され,29

年にトラックの助手として車に乗り、その当時の車は

性能が悪く，自分で修理ができないと車を走らせるこ

とができなかったので，独学で勉強して幣附の資格を

取りました。ちょうどそのころ人吉営林署にもチェン

ソーが導入され，そのチェンソーを修理できる工場も

なかったので，その当時の署長・課長の力により，人

吉営林署内に修理工場を造ってもらい，私のいちばん

好きな修理の道へと第一歩を踏み出したのです。毎'二｜

楽しく仕事していたある|-1,署長がこられ，「修理ばか

りでなく，今，全幹集材でいちばん困っている枝条の

処理に使用する，自動で外れ，スリングまで抜いてく

るフックはできないか」との話があり，それがもとで

考案改良が始まったのです。

そして自動フックを作り，1号機2号機3号機とい

ろいろ改良して，ついに自動車のシートベルトの自動

ロック装置を使用して，安全性の高い自動フックの開

発に成功しました。また，山道を走るトラックのダブ

ルタイヤの間に挟まる石の｢石はずし機｣，林道の維持

管理用に活躍できるようダンプカーの後部にトンボ状

の物を取り付け，ダンプカーと地ならし用トンボとを
砿ら

一体にした「砂利敷き均し機」などを開発しました。

鍵
自動フック3号機

(左)荷がからにな

る寸前

(右)フックの.1l息め

金が自励的に
外れた場I耐

私の受賞歴：科学技術庁長官賞…2回,林野庁長官

賞…5回，熊本営林局長貨…15回，日本林業技術

協会理事長賞…7回，林業機械化協会長賞…11111,
ﾉL州林業技術開発会長賞…2回

林業技術No.6641997.7
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第 8 コンテス戸要旨
伝
本
会
総
会
で
の
表
彰

（本号p.27～p.31掲載）

H本林業技術協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育

成のため大学学部学生を対象として，森林･林業に関する論文(政紫
捉簡を含む）を毎年募蝶し，優秀な方を表彰しています。本号では，
入賞された6本の論文要胃をご紹介します（所属：応募時)。
なお,昨年の第71可までは,入髄省ご自身に取りまとめをお願いし

ていましたが，諸般の事備から論文審査委員会で取りまとめた要旨
を，今回より掲救することといたしました。

韻
|韻 ■

印
刷
ｗ
ｌ
畦

一三哩聖

識8漉建篭灘叢灘瀧霧溌識調｡;ﾝ艤溌蕊I|||林|野|庁|長|官|賞r｢｢｢薦

垂
巨
心 識 係関の

査 を も と に

本論文は，国内の森林をいかに維持管理していくかは軍要な課題であるが，その際

に一般市民の森林管理に対する意見が，森林行政に大きな影響を持つとの考えから，

大阪府在住の1,000人を対象にアンケー卜調査を実施し，一般市民の森林に対する認

識が，森林管理に対する意兇にどのような影響を及ぼしているかを明らかにしようと

したものである。このi'ij者の関係を分析するために，ロジットモデルと呼ばれる重回

帰分析や，因子分析法を附いて解析し，次のような結果を得ている。

まず，森林に対する認識については，

①森林に関し大きな問題となっているシカなどによる食害の実態については，ほと

んど知られていないことがわかった。これは，市民が|引常，森林に接する機会が

極めて少なく，このため，森林についての正しい認識が得がたいことに原因があ

ると考察している。

②「大阪府lﾉjの森林をすべて伐採すると，酸素が減少し，息苦しくなる」といった

回答割合が商いことなどから，一般市民は森林の持つ機能を過大に評価し，あい

まいな認識しか持っていない，としている。

次に，こうした認識を持つ市民が，森林管理に対してどのような意見を持つかをロ

ジットモデルを川いて分析した結果，「大阪府内の森林をもっと増やすべきだ」とか，

r木材生産のための森林であっても，人が手を〃ilえるべきではない」という意見を持

つ傾向が強いことを明らかにしている。

森林に対する認識の不足やあいまいさなどが大勢の人に見られることから，これら

を前提にした森林管理に対する意見が世論を形成しやすくなる。しかし，そういう意

見が多数派を占めるからといって，即座に森林管理に取り入れることは危険である。

なぜなら，一般市民の森林管理に対する意見は，不十分であいまいな認識の影響を受

けたものである可能性が高いと考えられるからである，と指摘している。

このような角度からの調査研究は少なく，傾聴すべき所見も散見される。学生論文

としても水準の商いものである。

伊藤敬子
京都大学

農学部

林学科

いとうけいこ
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講溌掴鴬蕊溌蕊議識識識識鍵議蕊議議議|｜｜｜林|野|庁|長|官|賞r｢｢｢霞

|杉|廃|材|チ|シ|プ|を|用|い'た|高|温'好|気|法に'よ|る’ﾁ|ッ
白一
戸I 好 気プ 法杉 廃 材 温用 よ るを た にい

食 用 廃

藤田元夫
鳥取大学

農学部

農林総合科学科

ふじたもとお

油|の 生 物 燃 焼 処 理

日本では食用廃油が大量に排出され,下水処理場にとって大きな負担となっており，

水質悪化の一因となっている｡本研究は微生物の住みかとして杉廃材チップを使用し，

高温好気法による食用廃油の処理を行ったものである。本研究においては，森林に捨

てられている杉材を担体として有効利用した。使用した杉材チップは，大きさが2～

5mm,平均細孔直径40"m,保水量1.18(g/g)であった。

本研究では，2日に1回1509(=BOD負荷525kg/ITf/day)の食用廃油を，容量

20@の装置に40日間(20サイクル）にわたり投入した。さらに，反応を促進させる
かくはん

ために空気を装置に1000/m3/min送り，毎日1回攪拝した。40日間を通して含水率

は50%前後で推移し，各サイクルの温度変化もほぼ60～70℃と安定していた。第1回

目のサイクル終了時の担体重量(湿重)は6.65kgであったc40日間にわたって投入し

た食用廃油の総鍾は3.15kgであった。もし，食用廃油が全く分解されていないなら

ば，実験終了時の担体重堂(湿重)は9.80kgになるはずである。だが，実際の測定値

は6.74kgであった。含水率は55.5%から46.0%と約10%減少したので，その水分減

少量0.67kgを差し引いても9.13kgである。これは，実験装置内で食用廃油が分解さ

れたことを意味している。装置内の残存油域を測定したところ1.38kgであり，総投入

量は3.15kgであるので,分解率は56.1%となる。連続運転すると，微生物は窒素飢餓
ぬか

に陥り活性が低下する。そこで，食用廃油と同時に窒素成分として米糠や卵白を投入

して，連続運転を約40日間行った。その結果,窒素投入量の増加とともに温度が上昇

する傾向が見られた｡窒素分を全く加えなかった場合の分解率がおよそ70％なのに比

べ，窒素を加えた(C/N比は20)場合の分解率は90%にも達した。

以上の結果から，高温好気法の微生物の住みかとして杉チップが有効であること，

食用廃油の分解に高温好気法が有効であること，食用廃油に窒素成分を加えることに

よって効率のよい連続運転が可能であること，などの知見が得られた。環境の改善と

杉廃材チップの有効活用の2つの目的を同時に実現しようと懸命に取り組んだ，独自

性の高い論文である。

|溌灘蕊議饗議叢蕊瀧霧雛論難霧蕊議溌譲■■日|本|林|学|会|会|長|賞暇

--_匡呈

r■”qや 林 土 壌

地 表 面 で

|野口宏典’

中 の C02 濃 度 及 び

の C02湧 き 出 し 量 の 測 定

従来の土壌呼吸の研究で，土壌呼吸が地温の影響を強く受けることが知られている

ほか、土壌が乾燥すると有機物分解が抑制されることが指摘されているが，土壌呼吸

林業技術No6641997.7
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が土壌水分と同時に測定された事例は少なく，土壌水分の影響に関する情報は限られ

ている。本研究は，このような背景の下に，東京大学千葉演習林袋山沢において行わ

れた観測をまとめたものである。観測期間は，地温の影響を調べるため夏から冬まで

を含む半年以上の期間とし，土壌水分の影響を見るために試験流域の尾根と谷を含む

2つの斜面が設定されている。各斜面それぞれ5地点で,地表下10cm深より100cm
二うげさ

深までの土壌孔隙中の二酸化炭素濃度を測定している。さらに，尾根部と谷部の観測
わ

点各1カ所において，地表から湧き出す二酸化炭素フラックスを計測している。

この観測によって以下の知見を得ている。

①土壌中の二酸化炭素濃度は,約400ppmである大気と対比すると,50cm深で観測

された最高濃度は60000ppm,80cm深で観測された最高濃度は80000ppmと，

かなり高い。

②深いところほど高濃度である。

③濃度は，基本的に地温に対応して季節変化するが,土壌水分がPF2より低下する

と地温が高くても低濃度となる。

④地表からの二醐上炭素の湧き出しは，地上の大気濃度と10cm深の濃度の差(濃度勾

配）とほぼ比例して変化する｡この比例定数は,土壌中のガス拡散係数を意味するも

ので,土壌水分がPFO.7～1.7の範囲では,ほぼ一定とみなせるものであった。

⑤土壌中で濃度が高い地点は，土壊呼吸が活発なのではなく，土壌中のガス拡散に

よる上方への輸送が，小さい拡散係数によって少ないことによる。

このように本研究は，時宜にかなったテーマについて合理的な観測計画を立て，着

実に行われたものとして評{lliできる。また，斜面に沿った土壌中の二酸化炭素濃度の

分布や，二酸化炭素湧き出し量と土壌中の二酸化炭素濃度鉛直分布の対応など，新し

い知見が得られていることも高く評価される。

東京大学

農学部

林学科

のぐちひろのり

議蕊鐵議蕊瀧蕊議識繊蕊離蕊灘識溌議澱｜旧|本|林|業|技|術|協|会|理|事|長償｜｜蕊

|シカ喰害|の|現|状’喰
奎
口 状現力シ の

現在，奥円光ではニホンジカが増加し，ウラジロモミが大きな被害を受けている。

本論文では，ウラジロモミの分布とシカの行動1巻|等を対応させ，その中でウラジロモ

ミの被害とそれに伴う更新がどのように進み，また，維持が可能かどうかを総合的に

検討するため，第1段階として，奥I｣光のウラジロモミ林の分布を空中写真の判読と
しよくがい

踏査で確認し，確認したウラジロモミ生育地の中から8カ所を選び，シカによる喰害

の状況を調査している。

分布の特性としてウラジロモミ林には，混交率の高い群落と低い群落の2タイプが

認められた。前者は従来から知られている男体山中腹に，山地帯から亜高山帯下部へ

の推移帯を形成する群落と，湯川沿いの群落以外に，ツメタ沢と外IU沢に挟まれた台
ばんらんげA，

地_上に認められた。後者は南沢氾沸原，外山沢，ツメタ沢，高山尾根，湯ノ湖上屋根

佐藤顕信
宇都宮大学

農学部

森林科学科
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さとうあきのぶ

などに認められた。ウラジロモミの生育が確認された場所は，河川の石礫堆積地，平

坦な押し出し地形の台地・緩斜面，比較的平坦な尾根筋などに多かった。8調査地を

通じてDBH10cmの株が約3.16%と極端に少ない傾向が認められ，南沢と古薙では，

喰害を受けて枯死したウラジロモミの稚樹が認められた。ウラジロモミの喰害は8調
はくひ

査地すべてに確認された。また，剥皮時期は，全調査地を通じて比較的古いものが多

かったが，中宮祠においては最近1年以内の剥皮が7()％と高く，さらに，最近1年以

内に樹幹を100%完全剥皮された株も多かった。

以上のことから，ウラジロモミヘのシカ喰害はウラジロモミの株数・地形・標高な

ど立地環境に関係なく，ウラジロモミの分布域のほぼ全域にわたって存在する。奥日

光のウラジロモミ林は壮齢状態にあるが，後継樹が少なく喰害により枯死した稚樹も

認められることから，ウラジロモミ林が衰退する危険性がある。また，剥皮時期から

シカの行動圏が年ごと，もしくは年代ごとに移り変わっている可能性も考えられる。

今後は，現存するウラジロモミの成木，および稚樹の保護だけではなく，ウラジロモ

ミの更新特性とこれに対するシカ喰害の影響などを詳細に検討し，枝極的な更新補助

作業を行う必要があるとしている。ウラジロモミの分布と被害の調査から，森林の維

持・更新機構の解明を試みた示唆に富む論文で，さらなる発展を期待したい。

|議蕊灘議鶏霧霧瀧鍵議蕊議鶏議鍵議議鶏｜｜日|本|林|業|技|術|協|会|理|事|長|賞｜｜蕊

沿 岸 海

平野聖子
鳥取大学

農学部

農林総合科学科

域 の 保 全 を 考 盧 し た 森 林 政 策 の 考 察

本論文は，まず，沿岸海域の保全をめぐる現状と課題，および研究のH的と方法に

ついて検討し，本論文の研究目的を，森と海とのつながりをよりよくする方策を明ら

かにし，そのために必要な森林政策について考察することとし，この目的を達成する

ために文献や調査などを行うことが述べられている。次に，森と海の分析の過程と将

来展望について検討した。その主な結果は次のとおりである。

①わが国の森と海とのつながりを歴史的に見ると，各時代の社会経済橘造に強く規

定され，近代以前は農林漁業の産業的・生態系的結合がかなり強かったが，近代

以降は分断されていく。

②その原因は，農林漁業の技術的･生産力的連関を切断する近代的科学･技術より，

資本主義的社会経済構造にある。

③このままの構造で農林漁業が続けられると，共通的な産業基雛としての森や川や

海などの環境構成要因が決定的に悪化し，農林漁業の持続は困難となる。

④このような事態を避けるには地域生態系をよりよいものにし，そのような生態系

に適合的な地域の経済・社会・文化などを創造し，そのために森林を役立たせる

ことが必要である。

さらに，沿岸海域の保全と森林政策について検討し，次のように結論づけている。

①わが国の森と海のつながりをよくすることについては，基本政策がなく，関連す

る個別政策間には生態系的なつながりが不足し，森林政策も森林の単一機能の理

解にとどまっている。

林業技術No.66419977
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②北海道漁業者の植樹活動は問題提起的な意識はあるが，社会経済構造の変革意識

に至っていない。

③今後の沿岸海域の保全を考慮した森林政策は，資本主義的社会経済構造の持続を

基本にして，他の関連政策と蕊合性を持ちながら，総合的資源・生態系生物とし

ての森林の多様な機能を，それぞれの地域社会に適合させ発揮させるものである

べきである。

森と海との分断の歴史を調べ考察するという，明確な視点を持って本論文に取り組

み，取りまとめを行っている。短期間でまとめなければならないという限界の中で，

今後，考えるべき問題を提起している。
ひらのまさこ

鰯8掴|学躍赫畿鵜瀧繍議論瀞。'ン瞬蕊藻’’日|本|林|業|技|術|協|会|理|事|長|賞｜｜蕊

|モ|ミ|，｜ツ|ガの|更|新に|及|ぽ'す|影|響’響更 新 影及 すガ ぼ
｝
、
冠 ツ の

｝
」Ｉモ

ツ

現在，日本各地でニホンジカによる森林の被害が顕著になっている。霧島・屋久国

立公園の霧島地区には，250年生のアカマツ・モミ・ツガが混交する天然林が残ってい

るが，後継樹が育っておらず，その更新が危ぶまれている。加えて近年，この地域で

もニホンジカの個体数が増加し，少ないモミ，ツガの後継樹への加害が目立ち始め，

ニホンジカの保護個体数管理と，モミ，ツガの更新の両立が大きな問題となっている。

本論文は，約2年間，林冠や林内の疎開度の異なる場所でニホンジカの食性の季節

変化を調査し,ニホンジカによる食害が,林内のシカの移動しやすさと,そこでの餌植

物の種構成により，その度合が決定されることを明らかにしている。さらに,幼樹の成

長促進のために実施した下照木の除伐の効果を,稚樹の発生と枯損,幼樹の生育状況と

被害状況，伸長成長品を比較して明らかにしようと試みた結果,除伐は,幼樹の成長促

進に結びつかなかったのみならず,後継樹の枯損率,被害率を高めているとしている。

シカによる被害率は疎|州した林分で高かったが，これは林冠や林内の疎開によって
しこうせい

シカが移動しやすくなることと，嗜好性の高い餌植物（ナガバモミジイチゴ，コンテ

リギ，シシガシラ等）が多くなることから，シカの侵入度合いが増し，モミ，ツガの

稚樹，幼樹への加害も生じて，後継樹の生育に影響を及ぼすと考察している。今後，

現在のシカの生息密度が維持されると仮定した場合，後継樹をできるだけ早く樹高5

m以上に育てることがシカの害の回避に有効で,モミ，ツガの更新を助長することにな

るとしている。また，後継樹の成長促進のためには，下層木の伐採より，むしろ，林

冠層を形成する常緑広葉樹の伐倒が望ましいとしている。さらに，後継樹の個体単位

の保護のためには，後継樹の周辺の下草刈りを実施しない方法が考えられるとし，地
そだ

域の保護のためには，粗朶などの天然素材の利用を図るべきだと提言している。しか

しながら，シカの個体がある程腱噌加した場合は，捕独，射殺といった手段も必要と

なるではあろうとしている。モミ，ツガの更新上深刻なシカの害の問題を取り上げ，

長期にわたって克明な実態調査を行っている貴重な論文である。

飯田紀子
鹿児島大学

農学部

生物生産学科

いいだのりこ
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パイオニアファイル

魚 化石花粉の葉緑体DNA分析に成功
‘琴笥

虫 画 |森林総合研究所森林環境部河室公康（かわむろきみやす）

1 教科書に害かれていないこと

数年前，この研究を準備しているとき，「化石の

中にDNAが存在するなど，どの教科書にも書い

てないから，できっこないでしょう」と言った研

究員がいた。その後，試行錯誤の末，化石花粉か

らのDNA抽出･増幅に成功した(Kawamuroa

"/.1995,Suyama""l.1996)が，現在では我々

の研究グループ以外からも，同様の研究報告が出

されるようになり，関係者の間では一応の認知を

受けつつあると思っている。しかし考えてみると，

教科書の記述を絶対と信じ込んでいる研究者は身

の回りにも少なくない。これでは設備，機械など

の研究環境が整備されても，新

たな発見，発明のようなリスク

の伴う研究成果を期待するのは

難しい状況にあるのではないか

と思う。何が原因なのか？

ところで，その教科書に書か

れていない「化石花粉中の

DNAの存在」をどのようにし

て検証し，それによって何がわ

かるのか以下に紹介したい。

2
化石花粉の中に

DNAがあるか？

万年もの長年月の間，原型のまま残存する（写典

①)。土中や埖積物中の花粉の種類と量を調べ,占

い時代の植生や気候などの環境変化を明らかにす

る研究を花粉分析と呼ぶ。花粉分析では，顕微鏡

下で化石花粉の外形を観察するとともに，花粉外

皮の形態的特徴を識別し，種属の同定を行う。

これまでの花粉分析では，土中や堆積物中の花

粉は殻だけが化石として残っているものと考えら

れてきた。しかし現生の花粉は1つの生殖細胞で

あり，その中には核および細胞質が存在する。土

中や堆積物から分離した大昔の花粉（化石花粉と

呼ぶ）には，核および細胞質の一部が残っている

のではないか？顕微鏡下でそのように思われる

霧

’

針葉樹の花粉粒子の外膜が，

生物学的および化学的腐朽に対

して極めて強い抵抗性を持って

いることはよく知られている

(T1･averse,1992)。そのため，

花粉は堆積物中に何万年，何百

写真①約400万年前のバイカル湖底泥（深さ150m)から分離されたマツ科花粉

（ツガ，モミ）

林業技術N《)6641997．7
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写真②UV励起によ

り蛍光を発する化石花

粉中のDNA断片の顕

微鏡像

(花粉は約15万年前の

堆欲物から分離された

モミ属佗粉をDAPI

染色したもの）

…ーー･' 齢

唾

、

‐

長

凸

彊

．

》

a

ZOu
11

少なくとも15万年以前と推定される。

ドリリングコアは掘削後，冷凍保存されていた

ものである。DNA抽出用化石花粉は,オープニン
ふるい

グサイズ0.3-005mm節で節い分けし，滅菌水

で洗浄した後，顕微鏡下でパスツールピペットを

用いてモミ属花粉のみを採取した。モミ属花粉粒

子を精選するため，この操作を2～3回繰り返し，
きようざつぶつ

爽雑物の混入を防いだ。

化石花粉からのDNA増幅に先立って，まず化

石花粉『|!のDNAの残留状態を調べるために，

DAPI(4'､6-diamidino-2-phenylindole)溶液に

よって核酸の染色を行った(Kinoshita""Z.，

1991)。その結果,顕微鏡下で花粉内容物中におけ

るDNAによる蛍光発色の存在を確認し（写真

②)，その後DNAse処理によって発光が消失した

ことから，化石花粉粒中にDNAが残存している

ことが確認された(Kawamuroaαﾉ.,1995)。

残存DNAの増II編対象としては,1粒の花粉中

にも多数のコピーが存在するために増幅効率が高

いと考えられる，葉緑体DNAの一部を候補とし

た｡ただし,一般に化石DNAは化学的分解によっ

て断片化していると考えられるため，残存してい

化石花粉がしばしば観察される。もし，長年月の

退化をしのいで，化石花粉の中に核やオルガネラ

のDNAが断片でも残存していれば，それらを抽

出し,PCR法(Saikiel"/.,1988)によって増幅

し，化石DNAの解析を行うことができる。特に，

針葉樹花粉が持つ葉緑体DNAを分析対象とすれ

ば，分析過程における外部汚染の回避が比較的容

易である。また，多くの地域，多くの年代につい

て多数の試料が得られ，これまで問題とされてい

た再現性の確認が容易である。

3化石花粉中の葉緑体DNA分析法

材料に用いた化石花粉は，福井県黒田低地にお

いて，竹村ら（1994）によって掘削された深さ45

mの連続ドリリングコアの最深部,KR-VIII"･!の

泥炭質堆積物から分離したモミ属花粉である。

KR=Ⅶ層はその上部のKR-Ⅵ層中に約10万年前

の阿多火山灰が見られること，花粉分析結果（高

原，1994）が寒冷～温暖期の花粉組成を示すこと

などから，最終間氷期直前からの連続堆積物であ

ることを示している。したがって，供試されたモ

ミ属花粉の絶対年代は最終間氷期直前の寒冷期，

林業技術N().6641997．7
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図①日本産モミ属5種（現生種）およびモミ属化石花粉から得られた葉緑体DNAのスペーサー領域(rrn5-trnR)の塩基配列

A.f:モミ,A.v:シラベ,A.s!|､ドマツ,A.h:ウラジロモミ,A.m:オオシラピソ,F.1-4:化禰花粉

各蝋基配列中のドット（・）は現生のモミ(A.I)と同一の配列部位であることを示す。

ダッシュ（一）は挿入／欠失配列部位，カッコは該当種において繩内変異として10個体中l個体のみで検出された塩基を示す。

(Suyama""l..1996より引用）

る可能性が高いと考えられる数百bp(basepail･)

程度の長さのDNA断片を増幅することとした。

さらに，現生種および化石花粉のDNA塩基配列

の比較による化石花粉の種同定の可能性を探るた

め，塩基配列に種間差異の存在する可能性が高い

と考えられる領域をターゲットとした。すなわち，

モミ属と同じマツ科であるクロマツ(P”"s

"z""6"雪"）について報告されている葉緑体

DNAの全塩基配列(Sugiura,M.1994)をもと

に，数百bpの長さのスペーサー領域である合計

8カ所を候補に挙げ，その両側のコード領域内に

対応するプライマー組をデザインした。次に，現

在の日本列島に分布する5種のモミ属(A6"s

"""",A･加"”ﾉ"iS,A."e"c伽",A."""es"

"""A.s"c加肋""siS)各1個体を用いて,8つ

のスペーサー領域の塩基配列における種間変異を

調査した。その結果,""5-""R間のスペーサー

領域（約220bp)において最も高い変異性が検出

されたため，この領域について化石花粉からの

DNA増幅を行うこととした｡一方,現生するモミ

属の花粉(A."""jepiS)を用いてこの領域の

DNA断片の増幅を行い,1粒の花粉からDNA

増I隔が可能であることを確認した。
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化石花粉は

｢古代DNAのタイムカプセル」

呪生のモミ属5種について,””5-/γ"Rのスペ

ーサー領域の塩基配列には，4タイプの塩基配列

が観察された(図①)。すなわち，ウラジロモミ(A.

加"”〃お）についてのみ2つのタイプの塩基配

列が観察され，他の4種については極内変異は検

出されなかった。ウラジロモミ(A."0""岬応）

で観察された2タイプのうち一・方はモミ(A.

"γ"”)と同一の配列であり，もう－･一方は独自の配

列であった。シラベ(A."c"c""）とトドマツ(A.

S"C〃α伽"2siS)は同一の塩基配列であり，アオモ

リトドマツ(A."2"""")は他の4種とは異なる

5伽の挿入配列と6伽の欠失配列および塩基

潰換が観察された。一方，4個の化石花粉それぞ

れ1粒ずつから増幅されたﾉ'"z5－〃"Rのスペー

サー領域の塩基配列は，4粒中2粒は現生のモミ

(A./ﾙｿ"")と同一の配列を派し，他の1粒は現生

極のシラベ(A."2"c""）またはトドマツ(A.

S"C"〃伽“ﾉsお）と同一の配列を示した。残りの1

粒は現生のモミ属とはl伽の塩基侭換が見られ

る塩基配列を示した（図①)。

これらのことから，15万年以前の堆横物中から

得られたモミ属花粉群は，モミ(A.〃ﾉ"α）とシ

ラベ(A.""c""）またはトドマツ(A.s"-

c〃""e"sjS)の混在するものであることがわかっ

た。

現在の植物分布では，モミは暖温帯から温帯に

分布する温帯要素であり，ウラジロモミまたはト

ドマツは，冷温帯から亜寒帯に分布する冷温帯要

素である。現気候下では，両樹極の混在分布は見

られない。しかし，最終間氷期の西南H本では，

nli商山帯針葉樹林と温帯針葉樹林の遷移帯が現在

の低地に分布したと考えられており(Tsukada,

1988jTakaharaandTateoka,1992),本研究成

果もこれを裏付ける結果となった。さらに，この

成果は，これまで注目されてこなかった化石花粉

の内部に脚光が当てられ，化石花粉1粒からの

DNA増幅が可能であることを示すとともに，増
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幅する領域を対象試料に応じて使い分けることに

より，これまで不可能とされていた化石花粉の種

同定への活路が見いだされることが示された。

この研究は，さらに古い時代のバイカル湖底堆

積物について，現在分析途上である。バイカル湖

では数百万年前までの連続試料が採取されている

ので，日本国内では追跡できなかった，第三紀か

ら第四紀の地球環境激変期を生き延びた植物

DNAの変化の記録が解明できるかもしれない。

化石花粉は，まさに“古代DNAのタイムカプセ

ル”として，極めて注目すべき存在であると考え

ている。
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次
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
四
大
悲
劇
の
一
つ
『
マ

ク
ベ
ス
』
で
は
、
先
ほ
ど
言
及
し
た
よ
う
に
、
マ
ク

ベ
ス
は
魔
女
の
呼
び
起
こ
す
第
三
の
幻
影
の
予
言
に
、

森
が
動
く
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
と
気
を
強

く
し
て
い
た
が
、
や
が
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ダ
ン

カ
ン
の
王
子
マ
ル
コ
ム
に
率
い
ら
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
軍
が
、
バ
ー
ナ
ム
の
森
に
陣
を
構
え
、
木
の
枝
を

頭
上
に
か
ざ
し
て
マ
ク
ベ
ス
が
た
て
こ
も
る
ダ
ン
シ

ネ
イ
城
へ
と
進
軍
し
て
く
る
。
原
作
の
こ
の
印
象
的

な
シ
ー
ン
を
、
黒
澤
明
監
督
は
迫
力
満
点
の
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
な
映
像
で
見
せ
て
く
れ
る
。

黒澤明監督作品r蜘蛛巣城」東宝株式会社◎

く
も
で

蜘
蛛
手
の
森
の
中
を
三
船
敏
郎
演
じ
る
鷲
津
武
時

（
マ
ク
ベ
ス
）
と
千
秋
実
の
三
木
義
明
（
バ
ン
ク
ォ
ー
）

が
道
に
迷
っ
て
馬
を
走
ら
せ
る
シ
ー
ン
は
、
戦
国
時

代
の
武
将
が
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
生
き
ざ
ま
を
、

非
常
に
象
徴
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

マ
ク
ベ
ス
は
バ
ー
ナ
ム
の
森
が
急
に
動
き
出
し
た

と
い
う
報
告
を
聞
き
、
魔
女
の
予
言
が
当
た
っ
た
こ

と
を
知
り
、
最
後
の
一
戦
を
決
意
す
る
に
至
る
。
そ

し
て
不
気
味
に
動
く
森
が
マ
ク
ベ
ス
の
自
信
を
揺
る

が
し
、
追
い
つ
め
破
局
へ
と
導
い
て
い
く
。

三
十
七
あ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
の
中
で
、

最
も
人
気
が
な
い
と
思
わ
れ
る
後
期
の
『
ア
テ
ネ
の

タ
イ
モ
ン
』
で
、
『
夏
の
夜
の
夢
』
の
舞
台
で
あ
っ
た

あ
の
ア
テ
ネ
近
く
の
森
が
再
び
登
場
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
自
由
そ
の
も
の
と
い
え
る

森
が
無
残
に
も
一
変
し
て
い
る
。

ア
テ
ネ
の
賞
族
で
あ
る
タ
イ
モ
ン
は
、
お
人
好
し

で
善
意
の
か
た
ま
り
の
よ
う
な
人
物
だ
。
毎
日
の
よ

う
に
宴
会
を
開
き
、
貴
族
や
友
人
た
ち
に
ち
や
ほ
や

さ
れ
て
い
る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
さ
す

が
の
家
運
も
す
っ
か
り
傾
い
て
し
ま
う
。
こ
の
事
態

に
、
あ
れ
ほ
ど
よ
く
し
て
や
っ
た
友
人
た
ち
に
借
金

を
申
し
込
む
が
、
み
な
体
よ
く
断
わ
ら
れ
る
。
そ
し

て
つ
い
に
は
絶
望
し
人
間
不
信
に
陥
り
、
ア
テ
ネ
近

い
ん
せ
い

く
の
森
に
隠
棲
し
、
獣
さ
な
が
ら
の
生
活
を
送
り
、

自
死
す
る
と
い
う
何
と
も
や
り
き
れ
な
い
悲
劇
だ
。

さ
ら
に
第
四
幕
第
三
場
で
タ
イ
モ
ン
は
言
う
。

人
間
ど
も
か
ら
離
れ
て
暮
ら
せ
、

あ
ら
ゆ
る
人
間
を
憎
み
、
呪
え
、
だ
れ
に
も
慈
悲

を
か
け
る
な
、

乞
食
を
見
て
も
助
け
た
り
せ
ず
、
そ
い
っ
の
飢
え

た
肉
が匙

骨
か
ら
剥
げ
落
ち
る
に
ま
か
せ
て
お
け
、
犬
に
は

く
れ
て
や
る
も
の
も

人
間
に
は
や
る
な
、
牢
獄
を
や
つ
ら
で
い
つ
ぱ
い

に
し
て
や
れ
、

借
金
で
身
を
細
ら
せ
、
人
間
ど
も
を
枯
れ
木
の
林

に
し
て
し
ま
え
、
（
小
田
島
雄
志
訳
）

こ
の
森
に
は
、
も
は
や
妖
精
が
住
ん
で
い
る
こ
と

も
な
く
、
金
塊
す
ら
森
に
埋
ま
っ
て
い
る
有
様
だ
。

結
局
二
度
と
森
を
出
て
ア
テ
ネ
に
戻
る
こ
と
が
な
か

っ
た
タ
イ
モ
ン
。
こ
の
よ
う
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

の

森
は
清
濁
あ
わ
せ
呑
む
世
界
な
の
だ
。
そ
し
て
恐
ろ

し
い
力
を
秘
め
な
が
ら
も
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
営
み

を
見
守
っ
て
く
れ
、
す
べ
て
を
包
み
込
ん
で
い
る
よ

う
な
森
な
の
で
あ
る
。

人
間
に
絶
望
し
た
タ
イ
モ
ン
が
臓
朏
の
底
か
ら
吐

き
出
す
せ
り
ふ
が
す
ご
い
。

家
よ
、
燃
え
る
／
・
ア
テ
ネ
よ
、
水
に
飲
ま
れ
る
／
，

こ
れ
か
ら
は

人
間
が
全
人
類
が
、
タ
イ
モ
ン
の
憎
む
べ
き
敵
だ
／
，

|*業技術No 66~11997．7
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金
融
に
ま
つ
わ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
連
日
の
ニ
ュ

ー
ス
の
ト
ッ
プ
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
折
も
折
、
一
陣

の
涼
風
の
よ
う
に
今
村
昌
平
監
督
の
『
う
な
ぎ
』
が
、

カ
ン
ヌ
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
と
い
う
朗
報
が
飛

び
込
ん
で
き
た
。
そ
の
日
は
終
日
晴
れ
や
か
な
気
分

に
な
っ
て
い
て
、
夕
食
は
う
な
重
と
決
め
て
い
た
。

行
き
つ
け
の
難
癖
に
入
る
と
い
つ
に
な
く
満
席
、
少

し
待
た
さ
れ
た
が
、
や
が
て
運
ば
れ
て
き
た
う
な
ぎ

に
舌
づ
つ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
ふ
と
オ
ー
ソ
ン
・
ウ

ェ
ル
ズ
の
映
画
『
マ
ク
ベ
ス
』
が
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で

落
選
し
た
こ
と
が
頭
を
か
す
め
た
。
『
市
民
ケ
ー
ン
』

と
い
う
不
朽
の
名
画
を
作
っ
た
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ル

ズ
の
『
マ
ク
ベ
ス
』
は
、
公
開
当
時
は
全
く
の
失
敗

作
と
み
な
さ
れ
た
。
き
わ
め
て
低
予
算
と
わ
ず
か
二

十
数
日
と
い
う
撮
影
日
数
で
作
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

安
っ
ぽ
い
映
画
と
み
ら
れ
た
の
も
無
理
の
な
い
こ
と

だ
。
大
胆
な
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
と
モ
ノ
ク
ロ
に
よ
る
光

と
影
の
織
り
な
す
見
事
な
映
像
表
現
は
、
今
日
で
は

灘
↓
二
灘
鵜
雑
鵠

麓
》
一

一
一、年

》

少二
一

画
、
■
年
』

四一
課勺推

四

コ
一昨ン詐凸

召

拷
・

一
Ｊ

蟻
《
ぜ
ぞ
、
注
篭

函

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
公
開
さ
れ
た
当
時
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
、
最
高
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
映
画
と
絶
讃
さ

れ
て
い
る
の
が
黒
澤
明
監
督
の
『
マ
ク
ベ
ス
』
を
翻

案
し
た
『
蜘
蛛
巣
城
』
で
あ
る
。
公
開
時
に
映
画
館

で
見
た
と
き
「
マ
ク
ベ
ス
は
滅
び
は
し
な
い
、
あ
の

バ
ー
ナ
ム
の
森
が
ダ
ン
シ
ネ
イ
ン
の
丘
に
攻
め
の
ぼ

っ
て
来
な
い
か
ぎ
り
は
」
と
い
う
魔
女
の
呼
び
起
こ

す
幻
影
の
く
だ
り
で
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
森
が

生
き
物
の
よ
う
に
迫
っ
て
く
る
シ
ー
ン
に
圧
倒
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
で
は
、
森
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
、
前
回
の
『
夏
の
夜
の

夢
』
で
、
ア
テ
ネ
（
つ
ま
り
都
市
空
間
）
の
苛
酷
な

お
き
て
徒
を
逃
れ
て
、
恋
人
た
ち
が
行
く
森
に
は
自
由
な
空

間
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
悲
劇
で
は
、

森
は
一
転
し
て
恐
ろ
し
い
場
面
に
変
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

一
五
九
○
年
前
後
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
タ
イ
タ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
ス
』
で
は
、
ロ
ー
マ
の

貴
族
で
ゴ
ー
ト
族
征
討
の
将
軍
タ
イ
タ
ス
・
ア
ン
ド

ロ
ニ
カ
ス
の
息
子
た
ち
が
森
に
狩
り
に
出
か
け
た
が
、

か
ん
け
い

ム
ー
ア
人
ア
ー
ロ
ン
の
好
計
に
落
ち
、
無
残
に
も
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
タ
イ
タ
ス
の
娘
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア

い
い
竃
ず
け

は
許
嫁
の
バ
シ
ェ
ー
ナ
ス
を
、
タ
モ
ー
ラ
（
ゴ
ー
ト

族
の
女
王
）
の
息
子
た
ち
に
殺
さ
れ
、
そ
の
う
え
自

り
ょ
う
じ
よ
く
Ｆ

ら
は
凌
辱
さ
れ
、
両
手
と
も
切
り
落
と
さ
れ
て
し
ま

う
。
ア
ー
ロ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

森
の
な
か
は
広
い
。
そ
の
道
を
た
ど
っ
て
行
き
や

あ
、

め
っ
た
に
人
の
通
ら
な
い
場
所
が
い
く
ら
で
も
あ

つ
（
》
、

自
然
が
作
り
出
し
た
悪
事
、
強
姦
の
た
め
の
場
所

っ
て
わ
け
だ
。

そ
こ
へ
あ
の
雌
鹿
一
匹
追
い
こ
み
、

●
●
②

と
こ
ろ
が
森
は
冷
酷
で
無
情
、
見
ざ
る
間
か
ざ
る

だ

●
●
●

森
の
陰
じ
ゃ
あ
お
て
ん
と
様
も
見
て
い
な
い
、

（
小
田
島
雄
志
訳
）

こ
の
よ
う
に
『
タ
イ
タ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
ス
』

せ
い
さ
ん

で
は
、
森
は
残
虐
行
為
が
行
わ
れ
る
凄
惨
な
舞
台
と

な
っ
て
い
る
の
だ
。
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新田隆三の5時からセミナー1に正のｲｵﾝをもたらすことが多
い。いずれにしても，雷がなかっ

たら地球の静電気は中和されず，

人と人が握手をすれば火花が出る

雷更新かも？鍛近の大気電気学が明ら
かにしているところでは，雷は地

球にとって貴重な電気中和現象で

あるらしい。生物の突然変異をも
へきれき

よく大変事を「晴天の騨震」と落雷が多く，初冬のシンボルであたらすという説もある。落雷によ

いうが，筆者がワープロ変換でしる。雷が鳴るとハタハタがとれブって土壌が変わりキノコがよく採

か思い出せない「へきれき」といリがとれる。雷を伴うアラレや雪れたりする。

う漢字は雷の大蒜音を意味する。降りに思いをいたし，雷をr雪起19世紀の哲学者ニーチェの瀞

しかし「神鳴り」が雨と田の合成こし」ともいうが「ブリ起こし」 く永遠回帰の人ツァラトゥストラ

語で表現され，「稲妻｣は農業の母ともいう。は，孤高の木について語る。rい

とも受け取れる。先祖が雷をどの世界II薊では平均して毎日4万flま，この木は待ちに待っている。
おそ

ように畏れ，雷雨にどれほど感謝干佃の落滞があるという。大変な－何をいったい待っているのか？

していたか，こじつけや言葉遊び数である。落雷とはいうが，霊かこの木は雲の座にあまりにも近く

をしながら漢字からヒントをもらら地物へ放電する場合だけでなく，達している。この木はおそらく稲
とが

えるのは楽しみである。商い尖ったものから雲へ放電する妻に打たれるのを待っているの

雷を夏の風物詩と考えるのは太場合もある。夏の雲や降水は雷雨だ｣｡高木はいわば誘雷樹となり被

平洋側人間の発想であって，日本を通じて地球に負のイオンをもた雷する。直撃により生じた雷火は

海側では10月から12月にかけてらすことが多く，冬の雷雲は地球人類への恵みでもあった。しかし

本の紹介唾里i鼬j
社団法人全国林業改良普及協会編
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一森林景観のデザインと演出一
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〒107束京都港区赤坂1-9-13三会堂窪ル
壷03（3583）8461～4（代表）

1997年4月10日発行A4変形判，
191頁（本体4,400円十税）

近年，森林の多様な機能が求

められ，森林の美しさを積極的

に求める助きも同立っている。

従来は，森林の美しさは特定の

限られた風致地区などに求めよ

うとしてきたが，本書では人工

林，眼山二次林，天然林など，

いずれの森林にもある特有の美

しさを，視点や視点場と視対象

を工夫することによってその美

しさを秋極的に引き出し，豊か

な森林への実感を味わうことの

林業技術No.6621199f7

意義を主張している。

本書は，「フォレストスケープ」

という概念を提案し，森林の美し

さをどうデザインしていくかを解

説したものである｡｢フォレス|､ス

ケープ」は文字通り「森林景観」

と理解してよいが，その定義とし

て「森林や樹木を視対象とする景

観のこと」としている。しかしそ

れに加えて,「フォレストスケープ

は，森林のみを対象とする景観で

はなく，森林を眺めるための視点

の計画や，視点の場のデザイン，

森林を印象深く見せるための森林

以外のものの配置など，森林以外

に対象としなければならないもの

もある」としている。

本譜は森林の美しさを表現し，

説明するのに有効な用語の概念を

提示し，それによって論議を進め

ているので，論議が具体的でわか

りやすい。すでに紹介した視点や

祝対象などのほかに，テクスチュ

アという用語で，距離に応じて明

暗のパターンに関与する樹冠，枝

朧葉の役荊などを説明し,樹木・

森林の，ほかのものにはない特性

を説明している。

本沸の考えで重要なのは，森林

の時間・歴史，生活とのかかわり．

地域性などをどのように表現する

かにあり，景観のために伐採跡地

を隠すように配慮した施業のあり

方に疑問を提示している。伐採の

方法が批判に耐えられないもので
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幽

｢寄らば大樹｣では近傍への二次

放電で共倒れだ。

実際，雷雨が夏に多い中央ア

ルプスで亜高山林を歩いてみる

と，単木的被雷では鞍く，老大
や

木の周囲の壮齢木も殺られ集団

的被雷によりパッチ状に立ち枯

れている。直撃を受ける大木の

rすべての枝先・葉先から2m

以上離れよ｣｡さもなければ側撃

を受けますよ，という人体への

安全対策鉄則を，林冠の閉鎖し

た林に提言しても始まらない。

こうして側撃を受けて林に孔

がギャップができ，森林は確実

に若返りたくましくなる。雷雨

の風土のエコシステムにとって

｢森林の雷更新｣，これも雷の恩

恵，いや，轟音を伴うから福音

かもしれない。

一：壷＝一一

禰|’
林政拾遺抄

や
す休
ん
ば

’

写真(I

■
Ⅲ
ｄ
０
１
ｄ

叢なので，田が日陰になるよう

なことはなく，薪を採り草を刈

る場として利用したわけでもな

い。ただ神様の休む神聖な場と

して永い間維持してきただけで

ある。

「休んぱ」には，いくつかの

樹種が交じっている。一緒に行

った千葉県林務課職員の寺島さ

んや大阪の池田小学校教諭の菅

井さんたちがざっと調べたとこ

ろによると，それぞれの「休ん

ば」によって違いはあるが，ヒ

サカキ，クロマツ，ウラジロガ

シ，ガマズミ，イヌツゲ，タマ

ツカ等かなりの樹種が交じって

いるとのこと。最初から植えら

れていたものか，鳥が運んでき

たものかなど成因はわからない

が，周囲が水11Iとしてどんどん

整備されても，この森だけは大

那に守ってきたのである。

この地方は古くから開け，平

安時代後期には興福寺の荘隙l

｢''1内7朧」の中，「水湧（みず

わき）荘」として最も耕地の多

かった所であったという。水田

このあいだ，水源の森に祭ら

れている神様を調べている皆さ
つげ

んと，奈良県山辺郡都祁村の雄

神（おがみ）神社を訪れた。こ

の神社は水の神様として古代人

の信仰を集め,今でも村人はrの

のさん」（地元の方言)と素朴な

呼び方で崇敬している。この神

社のある山の麓に広がる水田の

中に,小さな樹木のかたまり(林

叢）が4つ，1列に並んでいる

のが｢1についた(写真①)。この

林誰は「休んば」と呼ばれ，神

様が近くにある国津神社とを往

来する際に休む場所として，古

くから大切にしているという話

であった。

その林雛は森というにはあま

りにも小さな，わずか2～3坪

ぐらいの樹木群で,i蘭い水もな

く，ほどほどに刈り込まれてい

た(写真②)。ごくささやかな林

ロ
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１
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杣
Ⅱ！(信州大学農学部附属淡習林教授）

一一一一

あれば隠さざるをえないであろ

うが，理にかなった伐採方法で

あれば，それそのものも景観の

一要素になるということである。

私もこの考えに|司感である。

われわれは従来あまりにも森

林の景観美に無頓着でありすぎ

たようだ。人工林の施業にして

も，少し工夫をすれば，美しさ

豊かさが表現できようし，それ

だけで山仕事も楽しくなり，ほ

かの人々とも楽しさを分かち合

うことができよう。本書はすべ

てのタイプの森林を含めてわれ

われの生きざまをどのように蝿

かに表現していくかをわれわれ

に呼びかけているように思える。

今後はこのような視点の施業が

ますます重要になっていくであ

ろうし，ぜひ多くの人たちに読

んでいただきたい良書である。

（森林総合研究所森林環境部長／

藤森隆郎）

｜｜
’

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｉ
ｌ
１

|I 写真(2

残る「休ん

せるこの地

らの崇敬心

といってよ

の広がる平野の中に

ば」は，水の神に寄

方の人たちの古くか

を，今に伝える証拠

いであろう。

(筒井辿夫）

蹴蕊 君
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グリーシ
ワ､ﾉーシ

宮城県支部

r森づくり大地に託す夢｡未来」をテーマに
第48回全国植樹祭開催される〃

去る5月18日に,宮城県白石市

蔵王山麓にある国立南蔵王青少年

野営場で，天皇皇后両陛下の御臨

席を仰ぎ,全国から12,000名の参

加を得て,第48回全国植樹祭が開

催されました。本県では，昭和30

年の第6回大会以来,42年ぶり2

回目の開催となりました。

近年，地球的規模で環境問題に

対する関心が高まる中，森林の持

つ公益的機能があらためて注目さ

れています。環境が有限であるこ

と，一人一人が地球市民であるこ

とを認識しながら，持続可能な森

林経営を確立するとともに，快適
は<･く

な生活環境を育む源泉としての森

林を，次代へ引き継いでいくこと

は，私たちに課せられた大きな責

務であります。

本県では全国植樹祭の開催を契

1

，癖や一一画転鍔輯
…

ぐ
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
お
手
蒔

麹
■

一一”－－－－‐

機に，会場の約20haに及ぶ荒れ

野を，かつての豊かな森林に蘇ら

せようと，平成6年度から森林再

生活動に取り組んでまいりました。

この活動には，一般市民や次代を

担う青少年たち延べ4,300人の参

加を得て，主としてブナやミズナ

ラ，カシワなど落葉広葉樹12,000

本の苗木を植栽してきたほか，植

尚祭当日には招待者のみなさんに

もこの活動に参加していただく形

で記念植樹を行っていただきまし

た。

青少年の野外活動教育の拠点で

行うことにより，森林再生の過程

を自然教育の教材に利用できるな
－－－－－

－－－－ヨロb－ ー一一一一一一 _ー-可一一一一-.‘一一ー－－

林業労働力の動向

自然環境への関心の高まりの中

で，森林についても適正な維持・

管理を通じて，公益的機能の発揮
こた

等国民の要請に応えていくことが

重要である。しかしながら，森林

整備を担う林業就業者の減少・高

齢化が進展しており，このままで

は森林の適切な管理および木材の

安定供給を図るうえで深刻な影響

が生じることが懸念されている。

国勢調査によると,昭和35年に

44万人であった林業就業者数は

一貫して減少を続け，平成7年に

は1/5の9万人となっている。ま

た,50歳以上の者の割合は昭和35

年の24％から平成7年には69％

に高まっており，高齢化が著しく

進行している。

昭和35年以降の林業就業者数

林業就業者の減少と高齢化の推移

万人
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注：高齢者の割合は総数に対する50歳以上の就業者数の比率である。
一一 －－ －－ー－－ ｰ
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ど野営場機能を高めるうえでも大

きな貢献ができるものと期待して

おります。

第48回大会では9｢森づくり

大地に託す夢.未来」を大会テ

ーマに掲げ，全国植樹祭の原点を

見つめ，大きな挑戦ともいうべき

この森林再生活動を通して，次代

を担う青少年たちを主人公に，未

来につなぐ森林（もり）づくりを

県内外にアピールしました。

この大会を一過性に終わらせる

ことなく，みどりあふれる潤いと

安らぎに満ちた社会の創造に貢献

していくとともに，森林を守り育

てていく気運を次代へ引き継いで

いけるよう，県を挙げて取り組ん

でまいりたいと考えております。

(宮城県全国植樹祭事務局
総務係／田畑正紀）

連絡先〒980-70仙台市青梨区

本lllj.3-8-1

'IELO22-211-3065FﾊX()22-211-3()91

を調査年ごとにみると,昭和40年

代までは,10～30歳代において減

少が著しく，高度経済成長~ドの若

年層を中心とした山,|;､Iから都市へ

の人｢I流出の影響が強く反映され

ているものと考えられる。また，

平成2年から平成7年までの5年

間では，高齢者の離職等により，

全体としては林業就業者数の減少

が続いているが，自然環境への関

心の高まり等から鋳年l鱒において

は増加がみられる（15～24歳の林

業就業者数：平成2年2,121人→

平成7年2,496人（18％増))。

今後は，森林組合，造林業者，

素材生産業者等の林業事業体にお

ける雇用条件の改善等と併せて，

林業への新たな就業の円滑化を図

り，林業労働力を確保していくこ

とが必要である。
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議|溌灘蕊’|溌議義’
EWって何？

般近，木材関係でよく目にし

たり聞いたりする用語にEW

がある。私F1身,EWという略

語を初めて兇たときいったい何

のことだろうかと一|豚考えてし

まった。そのうち,EWとは，

エンジニアードウッドもしくは

エンジニアリングウッドの略語

であることがわかった。

北米では，本来強度計算され

た脳造用木材製品のことを

"EngineeredWoodPr()ducg

(以下EWP)と呼んでいた。し

かし，時の流れとともに拡大解

釈により省資源，尚付加価値化，

再柵成材料（木質材料,Wood

CompositeMate'･ials),大鼓生

産・製,'i,',の均一-化，製材IM!との

溌別化などさまざまな概念が

EWI)に導入され，北米でも現

在では明確な定渡が不可能な状

態となっているそうである（米

陛|合板協会は本来の意味を主張

しているが)｡EWPをカタカナ

化したのがエンジニアードウッ

ドであるらしい。つまり，エン

ジニアードウッドは外来語で英

諮ではないのである。EWPを

エンジニアードウッドと|1本に

紹介するときに，本来の意味を

理解せず，工業化木材と誤訳し

た人がいたらしい。工業化木材

といえば木質材料も指すから，

エンジニアードウッドニ木質材

料となってしまったそうだ。エ

ンジニアリングウッドは,EWP

をもとに新しく作られた|1本語

である。ある方が木質材料とい

うよりエンジニアリングウッド

というと聞こえがいいというこ

とで使い始めたそうである。し

たがって，当初，エンジニアリ

ングウッドニエンジニアードウ

ッドー木質材料であった。これ

が混乱を招くのである。どちら

が正しいのか，両者の違いは何

なのかということになってしま

うのは当然である｡r意味が混乱

したままではいけないぞ」とい

う関係者が，エンジニアードウ

ッドと区別してエンジニアリン

グウッドの意味を強度計算され

た構造用木材製品にしようと主

張し始め，現在に至っていると

のことである。

エンジニアードウッドとエン

ジニアリングウッドのどちらの

用語を使えばよいかよくわから

ない。しかし,EWと略してし

まえばどちらにでも取れるし短

くていいので,EWが使われ始

めたのだろう（関東の若者なら

エンウド，関西ならエンドと略

すだろうが)。

ところで，現在木材関連用語

にはカタカナ。ローマ字略語が
鰹ん

氾濫している。MSR製材,Jソ

ート,KD材'G材，リマン材，

SS材,FJ材,LVL,PB,

OSB,PSL,SST,MDFなどで

ある。これｶ討何の略語かすべて

わかる人がいればかなりの木材

通である。

（大鋸）

（この柵は編集委員が担当しています）

林業技術No.6641997.7
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国産材供給の課題鐵雲f妻
書の特求め，同時に国産材振興への幅広い協力を得ること

国産材が欠かせないとしている｡この面で,先般の第136回

年度に剛会で制定されたいわゆる「林野三法」に基づいた，

年間に川上から川下までの国産材供給体制の整備に関する

呼んで諸施策が強力に推進されることを期待するところで

ある。

,た背紫しかしながら，8年度の白書が公表された後,新聞

:材産業等に主として取り上げられたのは，上述の特集テー

地域にマよりも国有林野事業の経営改善についてであった。

,る人工国有林野事業は,昭和53年以来,数次に及ぶ改善

ことが計画を策定し経営全般にわたる改善を図ってきたが，

工林を平成7年度末の債務残高は3兆3千億円に達する等，

伐採材現状では将来にわたって課せられた使命を果たして

,る。一いくことが困難となる状況にあり，8年度白書の第

:成7年3章では，例年以上に多くの頁を割いて，その抜本

き続き的改善の必要性を訴えている。国有林野事業の改善

については，最近白書以外の場でも再々取り上げら

い競争れ，現在，最も関心を集めている事項である。国有

住宅建林野事業が苦境から抜け出せない要因はさまざまあ

ツト化るが，その主要な一つは，上述したような国産材を

て，①巡る状況にあることもまた事実である。国有林に期

の適切侍される多くの役割の中に，林業経営体としての役

向上，割があるかぎり，その改善を進めるに当たっては，

の低減わが国の林業経営全般，とりわけ国産材の振興対策

;げていの実施が極めて重要と考える。

っては，（(鮒林政総合調査研究所参与・小池秀夫）

？ … 麓

去る4月中旬公表された平成8年度林業白書の特

集テーマは，「木材の消費･流通榊造の変化と国産材

供給の課題｣であった。林業白書は，昭和47年度に

初めて特集テーマを掲げて以来今liilまで,25年間に

26テーマを取り上げ,その都度大きな関心を呼んで

きたところである。

さて，8年度にこのテーマが取り上げられた背紫

には，近年のわが国における森林・林業・木材産業

を巡る深刻な諸情勢に対処するに当たって，地域に

よって度合いは異なるものの，成熟しつつある人工

林資源の動向が極めて重要となってきていることが

ある。わが国の森林資源は，年間成長量が人工林を

中心に平成7年には91百万nfと,同年の立木伐採材

種の3倍近くに達している等成熟が進んでいる。一

方，木材需給に占める陸|産材のシェアは，平成7年

には総数で20.5％，製材用でも32．3％と引き続き

低下し，生産活動の停滞が著しい。

8年度白書では，依然として外材との厳しい競争

が続く中における国産材供給の課題として，住宅建

築工法の変化等木材需要の変化およびプレカット化

の進展等木材流通加工の新たな動向を踏まえて，①

住宅建築・設計分野との連携等による需要への適切

な対応，②乾燥の推進等による製材品の品質向上，

③原木の安定供給と生産・加工・流通コストの低減

および④加工・利用に関する技術の向上を挙げてい

る。そして，これらの課題を克服するに当たっては

林業・木材産業の関係者が一体となって取り組むと

ともに，国民全体に国産材の生産を活発にすること

の意義（森林資源の整備，地域の振興等）に理解を

l文献l平成8年度林業白書（林業の動向に関する年次
報告）：紬日本林業協会，1997

●先月号の本棚では，「自然保護活動とビオ|､一プ」について解説しています。

｜
鍵 〔
資
料
口井上孝夫=著，白神山地と青秋林道一地域開発と環境保全の社会学，東信堂(a03-3813-5521),.96.11,228p･
A5,¥3．296

口田島よしのぶ=著,水と土と森の収奪一環境をとりもどせ,海鳥社(a092-771-0132),'971,261p･A5,¥2,800

口小林裕=著,r森林文化論｣とキリスト教,キリスト教図書出版社(a0423-92-1888),'97.2,2621/B6,¥2.000

ロノI禍久登=編，緑地環境科学，朝倉書店,'97.3,248p･A5,¥4.326

口菅原龍幸=編，キノコの科学，朝倉鍔店5'97.3,198p･A5,¥3914

口木材産業を考える会=編，これから売れる木もう売れない木一データ＆ビジョン：住宅市場と木材産業,n本

林業調査会（窓03-3269-3911)，’97.3,322p・A5,¥2,500

口只木良也ほか=著、木曽ひのき，林土連研究社(a03-3580-0907),'97.4,426p･A5,¥3,000

口満水靖子=著、森と魚と激戦地，北斗出版,'97.5,270p･B6,Y2,600

□.I(i武充=著，上高地の谷から一パークレンジヤーと歩く国立公園，八坂書房,'975,223p･B6,¥1,800

口原康夫=編，ウツデイライフ[No.70),l1lと溪谷社,'97.6,218p･B5,¥1,630

口葉祥明=絵・文，森が海をつくる－ジェイクのメッセージ，自由国民社,'97.6,40p･B5,¥1.500

篝林
野
庁
間
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館
・
本
会
編
集
部
受
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瀞侭謄瀞|灘蹴鐙蕊 壗恥膳聯霞蕊蕊 |篭蝋膳雛
研究報告第33号

平成8年12月愛知県林業センター

ロタワーヤーダ・アンカー設禰手法に関する研究

浅岡郁雄，原ll1直勝，榊原弘修

ロスギノアカネトラカミキリ防除技術に関する調査

佐藤剛，竹内英男，熊川忠芳

口交雑育種に関する研究

森~ド信明，竹内英男，熊川忠芳

ロシイタケ菌床栽培の周年化に関する研究

澤章三

ロエリンギィの栽賠に関する研究

澤章三

口優良木からの種苗増殖技術の|州1発

平山一･木，竹内英男

ロコナラの育種に関する研究

平山一木，竹内英男

口繭床栽培用きのこの育穂と戦培技術の改良

加藤龍一，牒章三

□おが屑栽培適合繭の作出と間伐木栽端試験

l'1l臆腱

口車両系集材機械システムによる複層林上木伐採技

術の研究(1)

戸田正和

口非皆伐(間伐)施業における林地保全効果一林内環

境及び土壌水イオン濃度の動態

古川均．松本博行

口都市近郊森林緑地の保全方策について

古川均

口優良ヒノキクローンの選抜

石川実，田中誠

ロケヤキ・アカマツ・クロマツ・ヒノキの組織培獲

による増殖の試み

余吾初徳

研究報告第26号

平成9年3月岐阜県立林業センター

□l1皮阜県におけるヒノキ漏脂病の被害実態

大橋章博，野平照雄

口地域に適合した林業機械作業システム研究(1)-

間性能林業機械の訓練システムとその効果に関す

る調査

古川邦明

口スギ在来品種中径材の強度測定試験(1)一応力波

伝播速嘆法による立木の材質評価

杉山正典

口中国産原木を用いたシイタケ栽培

井戸好美

'研究報告第18号

平成9年2月愛媛県林業センター

|ロクワ鋸屑によるシイタケ鮒床栽培一シイタケ閑床

’の代替培地基材としてのクワ鋸屑の検討

III!田幸樹，両原寿明，藤原孝光

|ロ愛媛県スギ精英樹のアイソザイム12通伝子座の

｜遺伝子型による同定

揖川実，Ⅱ1中誠

|ロヒノキカワモグリガ防除試験

井'二功盟

★ここに紹介する資料は市販されていないものです。必要な虎

』■＝■‐■■＝宇一凸･ロー凸｡ーｰ口｡早＝‐ー＝一一一一一一一÷一一一一÷一一一一一一一一-一＝■一一・口■■一＝一一■■ーーー一＝一一口ーー一一一q■。■ー●寺

必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。

富士山南麓風倒被害地で県民。民間ボランティア等が植樹活動

▲式典会場植城地｡地元県民らに
よりヤマポウシ,フジザクラ，ミ

ズナラ，ヒメシャラ,ブナ等13
種の広葉樹3776本が杣栽された

▲剛･肖林他戦地。民間ボランティ

アらにより前Hからの植栽（ケ
ヤキ，ブナ，ミズナラ，ヒノキ

600本)が行われた。写真は植樹
活動を終えての記念標織の設柵

昨年9月富士山周辺に発生した風倒被害地の一隅（富士

宮市･標高1100m付近）で,6月8日(日)静岡県･富士宮市・
東京営林局共催による植樹式典および植樹活動が行われた。

富士山の自然林復元を進めている地元県・市と国有林被害
地を民間ボランティア等による国民参加の活動により健全

で多様な森林の再生を図る東京営林局の事業とがともに同

じ目的を持つことから今回の共同開催となったもの。当n

は石川静岡県知事･渡辺富士宮市長･高橋林野庁長官･町H:I

東京営林局長･田中国土緑化推進機構専務理事･鈴木地球緑
化センター理事長らも出席し,地元県民,関東周辺の民間ボ

ランティア900名を含む1000名が参加した｡参加者は式典

会場順栽地(市有林)と少し離れた国有林植栽地に別れて賦
葉樹を主体とした植栽を行った。

休業技術No.6641997.7
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最終回

●一
一

、
、
、 Zユ ⑳横浜国立大学

⑳横浜国立大学環境科学研究センター

〒24O横浜市保土ケ谷区常盤台79-7

TEL.045-335-1451(大学代表)FAX.045-339-4373

．環境科学研究センターは,昭和48年に工学系と生物

系から成る,全国の環境科学系の般初の,研究を主体

とした大学内共同利用研究機関として出発しまし

た｡現在,生物系,工学系,複合領域系と客員部門の4

部門に発展したユニークな研究機関となっていま

す｡教官は大学院工学研究科の教官を兼務して大学

院教育･研究指導の一端を担っています｡ここでは生

物系について紹介します｡生物系は,植生学研究室，

植生生態工学研究室,土壌隙境生物学研究室から成

っています｡複合系の'l:!には理論生態学部門の客員

部門が,さらに生物圏保全学部門の客員部門があり

ます｡基礎としての.|憤生学研究(植生調査,植生体系

化や植生図研究)を基雛に,種多様性,最観生態学,熱

帯林や自然生態系,あるいは河川生態系の再生･回復

まで,多様な研究が行われています｡動物について

は,土壌動物中の分解者の役割を担っているダニの
畦

分類から,分布,環境指標,さらに爬虫類,昆虫ほか，

環境診断の指標となる生物について,さまざまな角

度から研究されています。

◎大学院＝工学研究科｡工学関係の生産工学専攻,物質

工学専攻,計画建設学専攻,通子情報工学専攻,人工

環境システム学専攻から成り,生物系の教官は,計画

建設学専攻の分野4(生態)と人工環境システム学専

攻に属しています。

◎社会人入試＝あり。

◎一次試験(8月）と二次試験(2月)の筆記試験および

面接以外に,一次試験には口述試験制度もある。

◎研究生,聴誰生(科白等履修生)＝あり。

◎学位＝学術・工学の2秘。

一開講科目一

●共通科目…植生環境櫛理学,畷境肋物学。
●専門科目･…インフラス|､ラクチャーの為の環境管理戦略

（英語),植生学特諭,森林生態学(IIW制予定),都市生態学，
河川生態学,動物生態学,生態学特諭,植生環境管理学実
習,動物系統分類学,土壌生物学実習,植生生態学,環境診
断学｡その他は計mi建設学専攻内の土木工学,建築学,船
舶海洋工学の識義および人I鷺環境システムエ学の中より

選択する｡専攻が異なる際には10単位までの単位の互換
性がある。

まとめに代えて

最終回にあたり,各大学の学科名を再掲しまとめに

代えます｡以下,通し番号は,昨年4月号からの掲載順
を,また,破線より上の各大学は,本会支部設置校を,／

印は旧林学科にかかわる学科等が複数の場合の区切り

を示しています。

①東京農業大学農学部林学科(平成10年4月,地域環境科
学部森林総合科学科に改組予定）

②岩手大学農学部腱林生産学科／応附生物学科
③山形大学農学部生物職境学科
④京都府立大学農学部森林科学科(昨年猫戦後,改組）
③鹿児島大学農学部生物生産学科／生物畷境学科

⑥宮崎大学農学部農林生産学科
⑧琉球大学農学部生物生産学科／生産蝋境学科／生物資源
科学科

⑨北海道大学農学部森林科学科(､|庭成10年411,大学院股
学研究科環境資源学専攻に改組予定）

⑨岐阜大学農学部生物資源生産学科／生物溌源利用学科
⑩静岡大学農学部森林資源科学科／人間環境科学科
⑰僑州大学農学部森林科学科

⑬東京大学大学院農学生命科学研究科森林科学専攻
⑬三重大学生物資源学部森林資源学.利用学識座
⑭愛媛大学農学部生物資源学科
⑮高知大学農学部森林科学科

⑯東京農工大学農学部地域生態システム学科
⑰宇都宮大学農学部森林科学科

⑯鳥取大学農学部森林生産学講座／生存塊境科学識座
⑲島根大学生物資源科学部生態環境科学科森林環境学満座
⑳筑波大学第二学群生物資源学類
⑳日本大学生物資源科学部森林責源科学科
⑳名古屋大学農学部資源生物環境学科／応用生物科学科

⑳九州大学農学部林学科
⑳新潟大学農学部生産環境科学科
⑳玉川大学農学部農学科

⑳京都大学大学院腱学研究科森林科学専攻／地域環境科学
専攻

⑳専修大学北海道短期大学造！刺林学科
『‐‐．‐．‐．‐．．‐．

⑳岡山大学農学部総合農業科学科q

鑿灘職職競溌
学科／生物資源管理学科

⑫広島大学総合科学部自然“研究ｺーｽ｜舎本
|蕊⑳南九州大学園芸学部造園学科

⑭大阪市立大学理学部生物学科
Iお会

⑮九州東海大学腱学部腱学科 Iら機
⑯大阪府立大学農学部地域環境科学科：れ関
⑰東京都立大学理学部地理学科：る会
⑳儀浜国立大学曝境科学研究センター

*先月号の本欄では,大阪府立大学,東京都立大学を紹介しています。

*原稿を賜りました各大学の皆嫌には，大変ご面倒をおかけしました。末尾ながら厚く御礼I1'し上げます。

林業技術No.6641997.7



赫業蔚顔行箏一萱

|塑分

募集

〃

〃

東京

〃

鳥取

東踊

募典

春
剥く 良

大 分

高知

宮城

区分

長野

東京

大阪ほか

行'l'；名

全R本学校関係緑化コンク
ーノレ

第7回世界子ども愛樹祭コ
ンクール

第15回全阿緑化樹木'|郷
経営コンクール

林水育諏40年記念シンポ
ジウム

『ニッセイ緑の探険隊』シ
リーズ倉本聰さんの緑の地
球大紀行一北海道で考え
るr北の国から」見たIFI然
と人間のドラマー

森林浴の森金剛協議会洲
淡会

侭艮水造施設の投影

"221illf1KI児敢･41i徒水｜
工作コンクール

樹と水と人の共生フェス
"'971Nかわかみ

第39回自然公園大会

第15回r朝口森林体験数輪
～四万十川～」

第30回宮城県乾椛赫舶訓
会

行邪名

グリーンカレッジin側民
の森・王滝村

第12回夏休み籾i量水I教
室

GREENSAHEL'97

サヘル地域の緑化協力ミッ
ション

期間

7.1~

9H未〆切

7.1～

12．10〆切

7．10～12．31

7-1-1

7141

18:15～20:00

7.15

1.1:30～16:30

7．17

7.19~

12.31〆切

7.20～8．3

7．23～みI

7.23～25

7．30

IW11MI

8.9～l(）

8.15～17

9．18～29

45

7 月

花惟団体／会場／行事内容等

棚国土緑化j鱈隆磯構（盃03-3262-8｣51)／青少年の緑化活動および学校に
おける緑化教育のいっそうの推進を図るため全国の小・中・高等学校を対
象に行う。コンクールの種類？①学校林等活動コンクール，②学校環境活
動コンクール。

世界子ども愛樹祭コンクール実行委員会（福岡県八女郡矢部村教育委員会
内愛樹祭引蛎局査0943-47-2122)／題材：ふるさとの町や村の森，または
flごろ親しんでいる樹木を題材にしたもの／応募黄絡：全国および世界の
幼児、小中学生／結果発表：平成10年3月1日新聞紙上により発表。

㈹H本植木協会(東京都港区赤坂6-4-22s03-3586-7361)/緑化樹木の生
産技術の向上および経営笹理の近代化を図り，もって緑化龍業の発展と環
境緑化の惟進に寄与することをH的とする／表彰式：平成10年1月23日。

林木育種40年記念砺業実行委員会（丑03-3261-3433)／有楽町朝日ホー
ル／林水育種事業の新たな展開を剛する契機として「みどり豊かな地球灘
境の剛造」をテーマにIﾉﾘ外有識肴によるシンポジウムを開雌する。

Mルニツセイ緑の財団（千代田区有楽町1-1-la03-3501-9205)/日本生命
、比谷ビル／北海道富良野に居を隣えるシナリオ作家の倉本聰氏に篇良野
の火1'1然での光般･出会い･生活について語っていただき，「自然と人間と
の共存」について考える。

森林浴の森全国協議会(事務崎：八王子市経済部商工観光課内窓0426-20-
7378)／倉'｢1'諦祉会館（鳥取県倉緬1幅吉町1400a0858-22-41268)/21世
紀に向けて側然と共生した真に豊かな国づくり，地球づくりのあり方、ま
たそれらを通じた人づくり．生活環境の整備などを進め、新たな文明nll造
を|-I指すための方錐を探るもの。

木材,11川推進中央協議会(a03-3580-3215)/メルパルクTOKYO(港区芝
公|則2-5-20)／木材ｲll川分蝿の拡大や特色ある木材ｲl1用に寄与する水造施
i没を設柵した主体を表彰することにより木材利用の撤進に資する。

11本木材背壮年団体連合会(束敢都江東区深川2-5-11aO3-5620-4806)/
全l遡の児並・生徒が木の持つ暖かさ、素朴さ，親しみやすさ，加工のしや
すさなどを木工工作IW!を創る喜びを通じて体得し，併せて作,箔制作の中か
ら子どもらしい独nl1性の表現力および木材加工技術の向上を期待する／募
災対象？全唾|の小･中学校の児童および生徒／表彰式：平成10年6月6日
名11侭観光ホテル。

樹と水と人の共生フェスタ､971Nかわかみ実行委員会("0746-52-
0111)／川上村内各所／全1J本そまびと選手権大会のほか，シンポジウム，
林業教室などのイベントを開朧。

環境庁・大分県・卿国立公園協会／阿蘇くじゅう国立公園飯田高原／自然
と私たちとの関係について考え．門然を守り，人と自然との豊かなふれあ
いを惟進する祭典。

伽森林文化協会(a03-5540-7686)/高知県四万十川源流点など／専門識
師の説IﾘIを聞きながら四万1川を巡る自然の仕組みと自然保護の大切さを
学ぶ。定員：8{)人，参加斑：会員29.000円，一般32.000円。

宮城県特朋林産振興会（宮城県水産林業部林政課内容022-211-3055)/g
城鼎林業試験場（黒川郡大衡村aO22-345-2816)/乾椎茸の生産技術の改
灘と規格選別技術の習得による商品性の向上に資するとともに，消費の啓
発による惟茸産業の振興発展を目的とする。

8 月

主催団体／会場／行事内容等

1I'部H本治1I1治水連盟（名古屋市中区三の丸1-6-1中日新聞社内容052-
221-0732)／｢陣l民の森」（長野県王滝村)／草刈りの林業体験やオリエンテ
ーリングによる自然観察などの森林教室を開雌。

㈹企I型i木材組合連合会･㈱東武百貨店(a03-5951-5375)/東武百旗店池袋
店本館隈|:／水のぬくもりを通じて親子で作品を作る喜びを味わう。

伽大阪国際センター(大阪市天王寺区上本町8-2-6a06-772-5931･IXII噂ア
フリカ協会（大阪'li中央区備後町2-5-8a06-208-5401)・㈱アフリカ協会
(東京都港区虎ノ門1-11-2aO3-3501-1878)/セネガル共和国テイエス
州／砂漠化を防ぐための植林活動に参加し，アフリカの現状の問題を身を
もって体験する。現地では砂漠化の進行状況の視察，植林活勅への参加，
さらに現地{i:民との交歓会などを行う。

林業技術No6641997.7
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（編集部雑記）
活字離れ蒋脅の活字離れとよく

言われるが，会員の方々のアンケー

I､l1｣l稗で活字はﾉ<きく，写真･イラス

1､を臘淵に，という御要望を拝見す
ると，これは一般的な傾向の様な気

もする。通勤砥車内でもマンガに真
剣な眼差しを泣く．平均年齢が，以前

よりかなりアップしているようにも

見える。かく盲う私も学生時代はrお
そ松くん｣の愛読省であったから，マ

ンガ好きを冷ややかな側で見る気持

ちなど毛頭無い｡一方,車内には時間
を惜しむかの様に細かい活字に目を

走らせている方も少なくない｡年齢・
性別に特段の傾向も見えない。活字
が嫌われているのでは無いようだ。

要は美味しければ，食も進むという

ことか。

さて今月)ﾅは？（カワラヒワ）

橋渡し“遥かな尾瀬"－梅雨の

合間，中尚年仲間と至仏山に登りそ
の足で尾瀬ガ原に下りた。今年は雪

が少なくミズバショウのシーズンも

終わりを告げていたが，ここで改め

て感心するのが尾瀬のもう一つの顔

である水道である。これがしっかり
した柵造で実に歩きやすい。湿原を

守るために始まった木の遊歩道，い

まや湿原・淵への玄関口となる峠ま

でも延び，その総延長は山の手線の

1.7倍にあたる601伽弱｡長さ4m･幅

25cIII･〃さ1()cIⅡほどのカラマツ板が

2枚ずつ並べられて1本の木道がで

き，多くは複線コース，すれ違いによ

り人がこぼれ落ちることもない。人
と自然との仲だちを木の板が見事に

く締渡し〉している例をここにみる
ことができます。（平成の玉手箱）

*▼品◆数字やマークの識別が

できるようになってきた娘は，トラ

ンプしよトランプしよ’と私によく

せがみます。おじいちゃんはおじい

ちゃんで孫とトランプをしたくてた

まらない様子。それも何とか負けて

あげて，：爵色満面ヤッターと喜ぶ孫
の顔が見たくて見たくてしかたがな

いようです。トランプが始まるとも

うそのゴールの瞬間が待ち切れませ

ん。これは木のカッコウしてるみた

いだねえ，ミツバはまるで実のなっ

た木だねえ。ドキッとしました。そう

か，ミツバは木の実か。そうかそう

か。◆樹木は▼心を込めて育てれば，
やがて争実がなる◆金がなる。金に

は公益機能も含まれます。だれでも

親しんでいるトランプ。普及の助っ
人になるかなあ。（山遊亭明朝）

林紫技術N()664199f7

『霧霧1紬日本林業技術協会支部連合会のお知らせ藤蕊認

本年度も日本材学会各支部大会との共催として,本会各支部連合大会が

|淵催されます。ふるってご参加ください。
なお，支部連合会幹事の皆様には，本会総務部(〒102束京都千代田区

六番IIIJ71j本林業技術協会)まで，日程等を早めにお知らせくださいます
よう，お願い申し上げます。順次，本棚で紹介してまいります。

●第48回日本林学会関西支部，日本林業技術協会関西･四国支部連合会合

同大会（予定)…10月8日（水）～9日（木),琵琶湖博物館（滋賀県草
津市下物町1091）・ラフォーレ琵琶湖(滋賀県守山市今浜町十軒屋2876）

にて。なお,8!二Iの11時10分～12時30分には，琵琶湖博物館にて，
只木良也氏による特別講演｢琵琶湖の保全と林業の振興(仮題)」が予定

されています。参加・発表申し込み等は次報掲載予定です。

に派遣した。
盲協冒会冒の言う言ご言き言 6/28～8/16渡辺(準)課長,宮部

課長代理，藤森主任研究員をモン
◎海外出張

ゴル国セレンケ県森林管理計面
6/12～26鈴水航測部長をネパ
ール現地検証調査のため同僅Iに派1洲査のため|司I玉Iに派遣した。

◎番町クラブ6月例会避した。
6/24哲学者・内山節氏を識師6/14～17三澤理事長を中腱|林
として，「農山村の生活一上野学会大会出席のため同国に派遣し
村だより」と題する講演および質

た。
疑を行った。6/9～8/7久納課長代理，6／
◎調査研究部関係業務16～7/15田口主任研究員,6/
6/9，於本会，「平成9年度きの16～8/14浅香国際事業部次長,梶
こ廃菌床等の畜産的利用に関す垣課長,市川技師,島田主任研究員
る調査」第1回委員会を開催しをインドネシア国ムシ川上流地域

社会林業開発計画調査のため同陸’ た。

■番町界隈泉鏡花居住地跡

グリーン航業の古屋さんいわく，鏡
花は謎めいた女性を描くのが得意でし

たよねえ。日林協本部前の道を，｜幽谷
駅とは反対方向へ。最初の路地を右折。
少し行くと法政大学校友会館（写真）

があります。「婦系図｣などを著した鏡
花は，この地に明治43年～昭和14年

まで居住。残念，謎めいた美人通行人

を入れて撮ろうと思ったのですが…。

●雑誌｢森林航測」182号…7月末発行：●雑誌｢森林航測」182号…7月末発行予定。内容：空中写真判読と景観生

態学,GISとリモセンほか。お求めは蝋業部(a03-3261-6969)まで。

●第6回森林文化教育フォーラム福井大会…8月26日。福井県生活学習

館。問合せ：福井県林政課フォーラム胆当(80776-21-1111,内線
3123)。

林業技術第664弓･｣IZ成9年7月10日発行

Wii喋発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102束京撒汗代田区六番町7'rEL.03(3261)5281(IU
振替00130-8-60448WfFAX.03(3261)5393("
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図書お申込害
ご注文をいただき次第、
必要書類とともに発送

いたします。

小社の「出版案内」を

無料でお届けしており
ます。必要な方はご一

報ください。FAXO3(3268)5261
木材産業を考える会編

誌売れる木
導売れない木
最新データと現状分析で急変する

篝市場への噌蹴閏部

渓畔林研究会編 画/橋本陽子

ふるさとの森
とともに罧業自書f
好評のマンガ林業白書シリーズ第

勢；衾匪奪謡胃部

水辺林の保全と
再生に向けて
磯か
陸1国

針を

ﾕな生態系の保全に向けて、
I有林の水辺管理指
初邦訳2.500円

米
部

遠藤日雄ほか編著 国際林業協力研究会編 国土緑化推進機構編

転換期の
スギ材問題

持続可能な
森林経営に向けて

緑の募金
そのすすめ方

豊富な現地調査
業界の生き残り
した好評書3

環境係全と森林経営の両立をめざ
し、国内外の検討状況
などを解説3,500円 部

「緑の募金」運動の仕組みや目的
をイラストを交えコン

部パクトに解説1,000円

をも

策を
,000

にと
示
円

国産材

部

森林・林業を考える会編 佐藤文彦著ボンジョルノ/ギリス共著

常か網本の森林。
林業1997

森林経営と

経済学濯巽方法
情報化時代に対応した数理的分析

蕊iW説｡ﾃ驚維部

心理的安全学の

すすめ擬謹誉霧識
労災ゼロをめざして、心理学など

鰹謝とI赫肖部
森林資源、林業経営、木材産業の
最新状況をまとめたデ

部一夕ブック3畷000円

ハイド/ニューマン共著

森林経済学と
その政策への応用
持続可能な森林経営への道筋を描
く、世界銀行レポート
の邦訳書2,500円 部

林業経営問題研究会編 臭住侑司編著

日本の大都市
近郊林歴史と展望
都市と森林の共生に向けて、
林の保全と計画に関す
る手法を解説2,500円

林業経営改善
推進の手引き
林業経営基盤強化法のポイントを
Q&A形式でコンパク
トに解説1,500円 部

６
６

輝
立
口

林地保全利用研究会編 成田雅美著 編集協力/林野庁

森林・林業。
木材辞典

都市近郊林の
保全と利用

森林経営の
社会史的研究

地方自治体の森林・緑保全条例を
収集・分析。有識者の

部座談会も収録3,000円

近世の山林経営事例を分析、
の森林経営を理解する
ための必読書4,200円

幅広く活用できるロングセラー1
3図000語余を解説。英訳

部付き。5刷2,500円

恥
部

おところ□□ロー□□ おなまえ

おでんわ

淵
森と木と人のつながりを考える〒162東京都新宿区

市ケ谷本村町3-26

TELO3(3269)3911

FAXO3(3268)5261㈱日本林業調査会
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調和を目#
巳

安全、 自然 禾と を目全 Ⅸ。そ 皿の 日 ４
．
Ⅲ

巾広い適用害獣
ノウサ系カモシカ、そしてシカに忌避効果

が認められた初めての樅備タイプ忌避剤で寸6

散布が簡単
これまでに狐､ゾル向にシカ､ノウサギの樹

’除部分の職l1ぎ隣!fに予防散布が行えます。

長い効果
薬液は薬早く乾燥し､降鯛による流亡がなく、

食害を長期にわたって防I1LLます。

安全性
ｲi効成分のジラムは、殺i蹴りとして良年使III

されてきた低柵|蕊ﾘで蝋､物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

ｺニ ｱ■水和剤
’

販売E腿大同商事株式会社製造保土谷アクロス株式会社
本社／〒IO5東京都港区浜松町1丁目10番8号(野田ビル5F)

東京本社03(5470)8491"/大阪06(231)2819/九州092(76I)ll34/札幌011(563)0317
カタロク切ごtir'l求は、上記Iii所へどうぞh

〃

〃

＝ 可
＝

野生動物と共存 実用新案吾録済
里壇－L』
垂必罰亜』

ブキ チサ
、

ヘ ユ ﾛ■■■■ﾛ■■■■

ウサギネーカ。カモシカ.“～ズ．～
~

ン

食害完全防止
経済効果バツクンノ スギ・ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

★下刈り軽減

★根曲がり防止

★裾枝払い不要

★植栽本数の減少

★小苗のlf職可能

★無節の元玉

★誤伐防止
専川の支柱及び当社開発の固定用タイ

ラップを使用しますと簡単にヘキサチ

ュープを識識できます。
ノL

Oe蝋纈臆瀦
〒598大版府泉佐野'li上丸1912
TEL0724.68.0776

F汎XO72‘1参67.172‘1

｛頗部研究所）

〒613蝋郁府久世淵久御山町佐111西ノulO-1

II本ファミリーピル2F
'rEL()774.46-1531

蝿XO774-46-1鼎5ミニ温室効果による成長促進
’写真は揃縦後3年日、チューブの長さ2m ［

造林木を野生動物の食害から守る’
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あらゆる図形の座標.、職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一

ラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
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検査済み±0.1%の高精度
ｸ啄蝿はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
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パ
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ラ
ニ
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に
β

使いやすさとコストを
’

’

コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種割I1

プログラムなどの売笑したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付→
標準タイプ･…･

プリンタタイフ

¥160000

￥192000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

r薑 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長線長、

mi積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、、積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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ｶﾗーﾛ絵付東北の樹木誌
B6判・160ページ／

耐久性ビニール表紙 平
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発
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）

●定価（本体2,000円十税）〒実費●青森営林局・秋田営林局編集

●東北地方に生育する約500種の樹木の特'l生を、コンパクトにまとめた1冊／

●青森・秋田両営林局が長年にわたって収集した資料に、最新の知見を加味／

●内容は、科名・和名・学名・雌雄の別等・分布区域・生育場所・注記等からなる.／

●取りまとめは、使いやすいB6判・見開き2ページの表形式／

●現場へも携帯しやすい、わが国初の東北地方の「樹木誌」／
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●最新第5版相当の本書は、河原輝彦・鷲見
博史・垰田宏3氏による執筆／
●美しい図版160点余を配したビジュアルな

構成／

●森林の働きと社会・地球環境との結びつき

をわかりやすく解説／

●小学生高学年から中学生の児童・生徒向け
の記述ながら、家族みんなで読める／
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A5判108ページ／カラー
定価（本体971円十税)．〒実費
30部以上の場合は、送料は当協会が負
担します。
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●ずばり、「小学生のための森林教室｣／

●子どもらしいどうして？なぜ？に答えてく

れる小学生向けの楽しい1冊／

●子ども向けだからとあなどるなかれ、林野

庁監修の内容はしっかり者／
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お求めは､書名･冊数･お名前･連絡先（電話番号を

含む)･お送l)先などを明記のうえ下記までどうぞ。

㈱日本林業技術協会事業部

〒102東京都千代田区六番町7
TELO3-3261-6969FAXO3-3261-3044

ご注文は、FAXまたは郵便をご利用ください。

●B5判64ページ／カラー

●定価（本体602円十税）
〒実変
●30部以上の場合は、送料は
当協会が負担します。
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大好評の100不思議十1は
詳店でお求めいただくか、直接東京轡籍まで
ご注文ください。

森林の100不思議定価:本体981円(税別）

続・森林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森と水のサイエンス定価:本体1,000円(税別）

土の100不思議定価:本体1,000円(税別）

森の虫の100不思議定価:本体1,165円(税別）

熱帯林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の動物の100不思議定価:本体1,165円(税別）

木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

きのこの100不思議定価:本体1,200円(税別）

東京書籍株式会社訓輔輩W閉齢

▼最新刊
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	第43回林業技術賞業績紹介_福島県におけるマツ材線虫病被害実態の解明と防除法の開発および普及

	第43回林業技術賞業績紹介_松くい虫防除技術の検討と防除事業の効果的推進

	第43回林業技術賞業績紹介_シイタケの大規模施設園芸栽培に適した栽培技術の開発とその普及

	第43回林業技術賞業績紹介_永年にわたり林業機械の改良，考案に取り組み，残した幾多の業績
 
	第8回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_一般市民の森林管理に対する意見と認識の関係-大阪府でのアンケート調査をもとに-

	第8回学生林業技術研究論文コンテスト要旨_杉廃材チップを用いた高温好気法による食用廃油の生物燃焼処理／森林土壊中のCO2濃度及び地表面でのCO2湧き出し量の測定
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